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78 

J¥ 

フ

ト
の
ヤ

jレ

モ
ハ
ン
マ
ド

ノ¥

ン

. 

|
|
一
九
世
紀
中
期
の
イ
ラ
ン
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
関
係
史
|
|

は

じ

め

に

第

一

章

ヤ

l
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
の
撞
頭

第

一

節

ヤ

l
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
の
登
場

第
二
節
モ
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ャ

I
の
ヘ
ラ

I
ト
包
同

第

三

節

ヤ

l
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
の
ヘ
ラ

l
ト
掌
握

第

二

章

ヤ

l
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
の
ヘ
ラ

l
ト
統
治

第

一

節

ヤ

l
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
と
周
、
選
諸
勢
力

第

二

節

ヤ

l
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
と
サ
l
ラ
l
ル
の
反
乱

第

三

節

ヤ

l
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
の
外
交
政
策

第

三

章

ヤ

1
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ
|
ン
死
後
の
ヘ
ラ

1
ト

第

一

節

ヤ

1
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
の
死

第

二

節

サ

イ

l
ド
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

I
ン
以
降
の
ヘ
ラ

l
ト

ま

と

めl土

め

じ

牧

日
間

平

(
I
)
 

一
七
四
七
年
に
成
立
し
た
ド
ッ
ラ
l
ニ
l

ロ
O
H
S
E
(サ
ッ
ド
l
ザ
l
イ
l

F
主
印
品
バ
)
朝
は
現
代
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
原
型
と
な
っ
た
こ
と

十
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L 」

法
一
幕
任
問
『
叫
阿
部
汁
一
い
h
跡
部
中
日
宍
)
出
・

3
1
J待

ー「

一
八
一
八
年
に
昔
時
の
シ
ャ

l
・
マ
フ
ム

l
ド

ω
E
r
呂田
r
E
Eー
(
在
位
二
七
九
九
一
八
O
三、

(
2
)
 

|
一
八
一
一
六
)
の
子
で
ヘ
ラ

l
ト
の
太
守

E
r
2
u
を
務
め
て
い
た
カ

l
ム
ラ

l
ン
閉
山
田
岡
山
口
王
子
が
、
自
ら
の
宰
相
当
日
ロ
で
モ
ハ
ン
マ
ド

で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
、

一八
O
九

ザ

1
イ

1
冨
o
E
B
B
主
Nud
氏
族
の
フ
ァ
ト
フ
・
ハ

1
ン
司
山
手
関
E
ロ
の
権
勢
が
強
ま
っ
た
こ
と
を
嫌
っ
て
こ
れ
を
殺
害
し
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
兄
弟
た
ち
が
一
斉
に
反
護
し
蜂
起
し
て
、
領
内
で
自
立
を
園
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
ア
フ
ガ
ン
内
乱
」
(
一
八
一
八
一

八
二
六
)
で
あ
る
。

こ
の
内
乱
の
結
果
、

カ
ー
ブ
ル
同
与
巳
に
掠
る
フ
ァ
ト
フ
・
ハ

l
ン
の
弟
の
ド

l
ス
ト
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
、

ロ
α
浮
足
ormE戸
田
町
五
ー
同
}
戸
山
口
(
彼
は
カ
l
ブ
ル
を
支
配
下
に
置
い
た
こ
と
か
ら
一
八
三
四
年
に
ア
ミ
l
ル
〉
B
口
包
ー
ζ
口
u
B
E
E
を
公
式
に
稽
し
た
)
、

ダ
ハ

l
ル

O
B
(
F
E
H
に
撮
る
同
じ
く
フ
ァ
ト
フ
・
ハ

l
ン
の
弟
で
あ
る
コ
ハ
ン
デ
ル
・
ハ

l
ン
同
o
E
Z己
同
E
ロ
と
そ
の
同
母
兄
弟
た
ち

(
カ
ン
ダ
ハ

l
ル
・
サ
ル
ダ

l
ル
ロ
日
旦
与
と

ω日
告
円
)
、
そ
れ
か
ら
辛
う
じ
て
カ

l
ブ
ル
を
脱
出
し
て
ヘ
ラ

l
ト
国
巾
片
山
丹
¥
同
氏
自
に
撮
る
こ
と
に
な

っ
た
サ
ッ
ド

l
ザ

l
イ
1
氏
族
の
シ
ャ

1
・
マ
フ
ム
ー
ド
と
そ
の
子
の
カ

1
ム
ラ

1
ン
王
子
の
三
勢
力
が
鼎
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

」
こ
で
は
、

ヘ
ラ

l
ト
に
残
存
し
た
サ
ッ
ド

l
ザ
l
イ
l
氏
族
の
政
権
の
中
で
、

カ
l
ム
ラ

l
ン
王
子
の
宰
相
と
し
て
撞
頭
し
、
後
に
は
白

ら
ヘ
ラ

1
ト
の
支
配
者
と
な
っ
た
ヤ

1
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

1
ン
・
ア
リ
コ
ザ

1
イ

1
ペ
旬

Z
o
F白
目
白
日
仏
関
F
E
E
H
r
o
N凶
バ
と
い
う
人
物

に
焦
貼
を
嘗
て
つ
つ
、

カ
ー
ブ
ル
や
カ
ン
ダ
ハ

l
ル
と
い
っ
た
ほ
か
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
諸
勢
力
と
の
関
係
や
、
西
隣
の
カ

l
ジ
ャ

l
ル

。
凶
]
山
門
朝
イ
ラ
ン
や
イ
ギ
リ
ス
と
の
聞
係
を
中
心
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
九
世
紀
中
期
の
ヘ
ラ

1
ト
の
位
置
に
つ
い
て
明
ら
か

に
し
て
い
き
た
い
。

な
お
、

ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
は
一
九
世
紀
中
期
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
史
や
イ
ラ
ン
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
閥
係
史
を
検
討
す
る
上

79 

で
は
鍵
を
握
る
人
物
と
見
な
さ
れ
、
研
究
室
田
な
ど
に
そ
の
名
が
出
て
く
る
こ
と
は
そ
こ
そ
こ
に
あ
る
。
し
か
し
、
彼
に
つ
い
て
の
専
論
や
彼
を

(
3
)
 

大
き
く
取
り
上
げ
た
論
考
は
少
な
く
、
主
に
ベ
ル
シ
ア
語
史
料
に
擦
っ
た
と
思
わ
れ
る
フ
ェ
ク
ラ
ト
司
巾
甘
え
氏
の
も
の
と
、
イ
ギ
リ
ス
外
交

(
4
)
 

丈
書
を
中
心
に
論
を
立
て
て
い
る
シ
ャ
ン
パ

l
ニ
ユ

(
U
F
E
G品
日
氏
の
も
の
、
後
述
の
ヘ
ラ

1
ト
を
め
ぐ
る
英
露
の
角
逐
を
論
じ
た
中
で
彼

十
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法
一
幕
任
問
『
叫
阿
部
汁
一
い
h
跡
部
中
日
宍
)
出
・

3
1
J待

ー「

信
用
一
土
百
十

ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
の
撞
頭

第
一
節

ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

1
ン
の
登
場

ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
の
属
す
る
ア
リ
コ
ザ
1
イ
1
氏
族
は
、

ア
フ
ガ
ン
人
の
中
で
は
サ
ッ
ド
1
ザ
1
イ
l
氏
族
と
同
じ
系
統
に

入
り
、

ナ
l
デ
ル
・
シ
ャ

l

z
包
2
ω
E
r
(在
位
二
七
三
六
一
七
四
七
)
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
征
服
し
た
と
き
に
は
、
そ
の
支
配
下
に

入
っ
た
同
氏
族
の
武
将
の
名
が
知
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
ャ
1
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
自
身
に
つ
い
て
は
、
彼
が
カ

l
ム
ラ

l
ン
王
子
の
宰
相
に
な
る
ま
で
の
こ
と
は
史
料
に
は
出
て

こ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
彼
に
つ
い
て
史
料
に
現
れ
る
最
初
の
記
遮
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

カ
シ
ミ

l
ル
の
太
守
で
あ
る
ア
ブ
ド
ッ
ラ
1
・ハ

l
ン
メ
σ巳
0
口
忠
岡
r
E
将
軍
の
兄
弟
で
あ
る
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ア
タ

l
・
ハ
|
ン
・
ア

リ
コ
ザ

l
イ
l
z
o
r
E
H
Bえ
長
罰
]
岳
山
口
〉
E
S
N同
，
H

が
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
全
土
で
流
行
っ
て
い
た
コ
レ
ラ
で
一
二
四
回
[
一
八
二
八

そ
の
甥
で
カ
シ
ミ

1
ル
の
太
守
で
あ
る
ア
ブ
ド
ッ
ラ
1
・ハ

1
ン
将
軍
の
子
の
ヤ

1
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

1

/
九
]
年
に
浸
す
る
と
、

ン
を
彼
の
代
わ
り
に
大
将
軍

(EH;-o自
民
間
)
と
し
た
。
ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
は
勇
敢
で
岳
0
」
円
寛
大
な
印
長
}
晶
君
主
人

物
だ
っ
た
の
で
、

カ
1
ム
ラ

1
ン
王
子
は
彼
を
宰
相
と
し
た
。
(
寸
ωN
∞M
M

∞ω)

な
お
、

ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
が
宰
相
に
就
任
し
た
昔
時
、

一
八
二
八
年
に
カ

l
ム
ラ

l
ン
王
子
は
父
の
シ
ャ

1
・
マ
フ
ム

l
ド

を
追
放
し
て
お
り
、
す
で
に
ヘ
ラ

l
ト
の
支
配
者
と
な
っ
て
い
た
。

ヘ
ラ
1
ト
は
、
西
方
は
カ

1
ジ
ャ

1
ル
朝
、
東
南
方
は
カ
ン
ダ
ハ

1
ル
、
東
方
は
カ

1
ブ
ル
に
固
ま
れ
た
弱
小
勢
力
に
過
ぎ
な
か
っ
た
た
め
、

そ
の
統
治
に
は
細
心
の
注
意
が
必
要
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
時
に
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
勢
力
を
伸
張
し
て
い
た
英
国
の
庇
護
を
求
め
ざ
る
を

81 

得
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
示
す
イ
ギ
リ
ス
側
史
料
と
し
て
、
次
の
も
の
が
あ
る
。
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法
一
幕
任
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叫
阿
部
汁
一
い
h
跡
部
中
日
宍
)
出
・

3
1
J待

ー「

82 

[
ヘ
ラ

l
ト
か
ら
ベ
ル
シ
ア
に
や
っ
て
き
た
ド
イ
ツ
人
冒
険
家
の
謹
言
と
し
て
、
]

カ
1
ム
ラ

l
ン
王
子
も
ヤ
1
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
も
、

ベ
ル
シ
ア
の
シ
ャ
ー
や
カ
ン
ダ
ハ

l
ル
の
支
配
者
た
ち
が
ヘ
ラ

l
ト
を
攻
撃
す
る
こ
と
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
る
こ
と
を
望
ん
で
、
イ
ギ
リ

(
8
)
 

ス
政
府
の
保
護
を
得
る
こ
と
を
首
然
待
望
し
て
い
る
よ
う
だ
。

こ
の
よ
う
な
ヘ
ラ

l
ト
の
危
機
的
な
状
況
の
中
で
、
名
目
的
な
支
配
者
で
あ
る
カ

1
ム
ラ
1
ン
王
子
は
無
能
で
大
酒
飲
み
の
人
物
で
あ
っ
て
、

ヘ
ラ

l
ト
の
国
政
は
賓
質
的
に
ヤ

l
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
が
掌
握
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
こ
と
を
停
え
る
イ
ギ
リ
ス
側
丈
書
に
は
、

以
下
の
記
述
が
あ
る
。

カ
l
ム
ラ

l
ン
王
子
は
無
能
で
大
酒
飲
み
の
習
慣
が
あ
り

F
B
S
C
F
C
E宮
2
q
g
ι
cご
r
E
C己
2
5出
r
E
E
ω
)、
彼
は
本
首
に
有
能

で
精
力
的
な
ヤ

1
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
の
掌
中
で
飾
り
に
過
ぎ
な
い
と
見
な
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う

(
Z
B印
可

1
5官
丘

E
E

(
9
)
 

BOB-可
山
官
同
問
。
日
比
)
。

そ
れ
に
封
し
て
、
宰
相
の
ヤ

l
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
自
身
は
、
以
下
の
カ

l
ジ
ャ

l
ル
朝
側
史
料
が
一
不
し
て
い
る
よ
う
に
、
有
能
と
の

評
慣
が
高
か
っ
た
。

ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
は
ア
フ
ガ
ン

カ
l
ム
ラ

l
ン
王
子
の
許
に
お
い
て
著
名
で

[
マ
マ
]

の
信
頼
お
け
る
武
将
の
一
人
で
、

成
功
し
た
(
固
山
田
針

H
g
E
E
E
)
宰
相
で
あ
っ
た
。
(
斗

N
o
g
e

こ
の
よ
、
つ
に
、

カ
l
ム
ラ

l
ン
王
子
と
ヤ

l
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
が
針
照
的
な
能
力
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
こ
と
が
、

い
ろ
い
ろ
な
形

で
ヘ
ラ

l
ト
政
権
の
性
格
を
決
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
し
、
将
来
の
政
権
交
代
劇
を
生
み
出
す
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。

第
二
節

モ
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ャ
!
の
ヘ
ラ

1
ト
包
園

カ
l
ジ
ャ

l
ル
朝
は
、
そ
の
成
立
以
降
し
ば
し
ば
ヘ
ラ
1
ト
を
包
園
し
て
、
こ
れ
を
祉
服
し
よ
う
と
し
て
き
た
。
そ
の
最
も
額
著
な
例
が
一

八
三
二
年
の
こ
と
で
あ
り
、
皇
太
子
ア
ッ
パ
ー
ス
メ

F
g
王
子
が
ヘ
ラ

l
ト
攻
撃
に
出
陣
し
て
き
た
。
カ

l
ジ
ャ

l
ル
朝
が
ヘ
ラ

l
ト
に
固

十
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執
し
た
理
由
の
一
つ
は
、
サ
フ
ア
ヴ
ィ

l
朝
以
来
の
イ
ラ
ン
の
奮
領
を
回
復
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
う
(
円
当
日
C
ω
C
)
O

カ
l
ジ
ャ

l
ル
朝

の
こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
す
で
に
同
朝
成
立
直
後
か
ら
見
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
皇
太
子
の
攻
撃
を
克
れ
よ
う
と
し
て
、

使
者
と
し
て
マ
シ
ユ
ハ
ド
富
山
岳
『
え
に
向
か
っ
た
ヤ

1
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

1
ン
が
そ
の
ま
ま
捕
虜
と
な
り
、

し
ば
ら
く
留
め
置
か
れ
た

こ
と
も
あ
っ
た

(ω

口
広
ω
u
E日
)

0

こ
の
時
の
カ

l
ジ
ャ

l
ル
朝
の
包
園
は
、

一
八
三
三
年
一

O
月
の
ア
ッ
パ
ー
ス
王
子
の
急
死
に
よ
っ
て

中
断
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

一
八
三
四
年
に
即
位
し
た
ア
ッ
パ
ー
ス
王
子
の
子
モ
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ャ

i
z
o
E
B
Bえ

ω「
岱
(
在
位
二
八
三
四
一
八
四
八
)
は
ヘ
ラ

l

ト
進
軍
を
考
え
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
王
位
継
承
権
を
め
ぐ
る
争
い
の
庭
理
や
ホ
ラ

l
サ
l
ン
同

F
R
r
g地
方
で
の
コ
レ
ラ
の
流
行

な
ど
が
あ
り
、
貰
行
ま
で
に
は
時
聞
が
か
か
っ
た
。
し
か
し
、

つ
い
に
一
八
三
七
年
一

一
月
に
は
モ
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ヤ
|
は
ヘ
ラ

l
ト
に
進
軍

し
て
、
こ
れ
を
七
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
包
園
攻
撃
し
た
。
こ
の
際
に
は
、

カ
ー
ブ
ル
や
カ
ン
ダ
ハ

l
ル
、
さ
ら
に
は
ヘ
ラ

l
ト
内
部
か
ら
も
カ

l

ジ
ャ

l
ル
朝
に
封
し
て
ヘ
ラ

l
ト
攻
撃
の
要
請
が
あ
っ
た
と
い
う
お
ロ
コ
S
。
こ
の
よ
う
に
、

ヘ
ラ

l
ト
は
周
連
諸
勢
力
か
ら
絶
え
ず
狙

わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
モ
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ャ

l
の
包
園
中
は
、

ヘ
ラ

l
ト
が
カ

l
ジ
ャ

l
ル
朝
の
手
に
落
ち
て
、
同
朝
と
そ
の
背
後
に
い
る

ロ
シ
ア
の
影
響
力
が
掻
大
す
る
こ
と
を
望
ま
な
い
英
固
が
仲
介
を
困
っ
た
り
し
た
。
例
え
ば
、
シ
ャ

1
は
イ
ギ
リ
ス
の
ト
ッ
ド
何
叶
O
(
庄
少

佐
を
ヘ
ラ

l
ト
に
汲
遣
し
、

ヘ
ラ

l
ト
側
の
意
向
を
探
ら
せ
る
と
と
も
に
、
イ
ラ
ン
側
の
要
求
を
停
え
た
。
そ
の
時
の
模
様
に
つ
い
て
、
イ
ギ

リ
ス
側
文
書
は
次
の
よ
う
に
惇
え
て
い
る
。

[
ト
ッ
ド
は
ヤ

l
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
と
カ
|
ム
ラ

1
ン
王
子
に
舎
見
し
た
。
]

ベ
ル
シ
ア
の
園
王
陛
下
は
そ
れ
ま
で
要
求
し
て

き
た
こ
と
を
か
な
り
修
正
し
、

ヘ
ラ

l
ト
に
城
塞
を
置
い
た
り
圃
家
の
牧
入
を
賦
課
し
た
り
す
る
こ
と
は
も
は
や
主
張
し
な
く
な
っ
た
が
、

を:
要:
求依
し然
た10と
O~ L 
て

カ
1
ム
ラ

1
ン
が
シ
ャ
!
の
稽
競
を
放
棄
し
、

ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

1
ン
が
自
ら
の
陣
告
に
伺
候
す
る
こ
と

83 

こ
れ
ら
の
シ
ャ

l
の
主
張
は
イ
ラ
ン
側
の
軟
化
を
示
す
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、

ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

1
ン
が
シ
ャ
!
の
許
を
訪
れ
る
な

十

83 

11 寸11 



L 」

法
一
幕
任
問
『
叫
阿
部
汁
一
い
h
跡
部
中
日
宍
)
出
・

3
1
J待

ー「

84 

ど
と
い
っ
た
こ
と
は
、
前
述
の
通
り
、
か
つ
て
同
様
の
事
態
で
彼
が
捕
虜
に
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
現
(
貫
的
に
は
受
諾
は
難
し

い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
仲
介
は
失
敗
に
終
わ
り
、

カ
l
ジ
ャ

l
ル
軍
の
ヘ
ラ

l
ト
包
園
は
纏
績
さ
れ
た
。

モ
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ャ

l
が
ヘ
ラ
l
ト
包
固
に
固
執
し
て
い
る
の
に
封
し
、
そ
う
し
た
朕
況
に
大
い
に
困
惑
し
た
英
圃
は
、

ベ
ル
シ
ア
湾
の

ハ
l
ル
グ
巴
骨
肉
島
を
占
領
し
て
、

カ
1
ジ
ャ

l
ル
朝
側
に
撤
退
を
要
求
し
た
。
カ

l
ジ
ャ

l
ル
朝
側
は
こ
の
英
国
の
強
硬
な
姿
勢
に
は
反

抗
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
シ
ャ

l
も
包
園
を
績
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、

ヘ
ラ

l
ト
側
に
あ
る
程
度
の
譲
歩
を
し
て
問
題
の
解
決
を
圃
ろ

う
と
し
た

(ω

ゴ
l
E
S
。
そ
の
一
方
で
、
す
で
に
こ
の
頃
に
は
カ

1
ム
ラ

1
ン
王
子
が
ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

1
ン
の
裏
切
り
を
懸
念

し
て
い
た
こ
と
を
示
す
、
以
下
の
よ
う
な
史
料
が
イ
ギ
リ
ス
側
丈
書
の
中
か
ら
見
つ
か
っ
た
。

彼
[
カ
I
ム
ラ
l
ン
王
子
]
は
、
シ
ャ
ー
が
こ
こ
[
ヘ
ラ
l
ト
]
か
ら
撤
退
し
て
し
ま
っ
た
ら
、

ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
が
白
分

の
一
族
を
裏
切
る
だ
ろ
う
か
ら
、
シ
ャ
ー
に
ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
の
排
除
を
要
望
し
た
。
:
:
:
シ
ヤ
|
は
、

ヤ
ー
ル
・
モ
ハ

ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
が
い
な
け
れ
ば
、

カ
l
ム
ラ
l
ン
な
ど
な
き
に
等
し
い

2
5
0
E
J
E
H
呂田
F
O
B巾

L
E
E
P
岡
山
口
民
山
口
君
。
己
門

5
0
5
F
E
m
)
、

そ
れ
を
恐
れ
る
と
は
彼
は
狂
っ
て
い
る
、
彼
は
歳
を
取
っ
て
い
る
が
、
自
分
は
ヤ

1
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
が
彼
を
傷
つ
け
る
と
は

思
わ
な
い
、
彼
が
恐
れ
る
べ
き
な
の
は
自
分
の
息
子
た
ち
で
あ
り
、
彼
自
身
は
ヤ

l
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
を
傷
つ
け
る
力
は
持
つ

(
H
)
 

て
い
な
い
、
と
述
べ
た
。

カ
l
ム
ラ

l
ン
王
子
は
す
で
に
こ
の
時
貼
で
ヤ
l
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
の
忠
誠
を
疑
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
彼
に
封
し
て
強
い
危
機
感

を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
王
子
の
疑
念
は
、

モ
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ャ
ー
な
ど
か
ら
は
、

ヘ
ラ

1
ト
の
置
か

れ
て
い
る
状
況
を
考
え
る
と
、
と
て
も
正
常
な
感
畳
と
は
思
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
時
の
カ

l
ジ
ャ

l
ル
朝
の
ヘ
ラ
l
ト
包
園
は
イ
ギ
リ
ス
軍
の
ベ
ル
シ
ア
湾
へ
の
介
入
に
よ
っ
て
、
中
止
を
飴
儀
な
く

さ
れ
た
。
モ
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ヤ
|
は
一
八
三
八
年
六
月
に
ヘ
ラ
l
ト
か
ら
撤
退
し
、

カ
1
ジ
ャ

1
ル
朝
に
よ
る
ヘ
ラ

1
ト
包
園
は
終
了
し
た
。
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第
三
節

ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

1
ン
の
ヘ
ラ
1
ト
掌
握

一
八
三
八
年
一

O
月
一
日
の
イ
ン
ド
総
督
オ
ー
グ
ラ
ン
ド
の
・
出
〉

R
E
B仏
の
護
し
た
シ
ム
ラ
宣
言
自
B
F
呂
田
口
氏
2
Z
に
よ
る
ド
1
ス

ト
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
へ
の
宣
戦
布
告
で
第
一
次
ア
フ
ガ
ン
戦
争
が
勃
護
し
、
翌
一
八
三
九
年
以
降
、
イ
ギ
リ
ス
軍
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

領
内
に
進
攻
し
て
き
た
。
同
年
四
月
に
は
カ
ン
ダ
ハ

l
ル
が
、

八
月
に
は
カ

1
ブ
ル
が
イ
ギ
リ
ス
軍
に
占
領
さ
れ
た
た
め
、
ド
l
ス
ト
・
モ
ハ

ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
は
北
方
に
逃
走
し
、

つ
い
に
は
ブ
ハ
ラ
出
口
F
r
m
H
5
に
ま
で
至
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
、
つ
に
し
て
、

ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
主
要
部
分
は
イ
ギ
リ
ス
軍
に
よ
っ
て
制
医
さ
れ
た
。

そ
う
し
た
中
で
、
す
で
に
ヘ
ラ

1
ト
に
は
ポ
ツ
テ
イ
ン
ガ

1
開

T
c
E
H
H
m
2
少
佐
な
ど
イ
ギ
リ
ス
軍
将
校
が
連
絡
要
員
と
し
て
駐
在
し
て

い
た
が
、
多
数
の
イ
ギ
リ
ス
軍
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
進
攻
は
、
首
然
ヘ
ラ

l
ト
政
権
に
も
大
き
な
危
機
感
を
も
た
ら
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
賦
況
の
中
で
、

カ
l
ム
ラ

l
ン
王
子
は
イ
ラ
ン
に
服
従
の
意
向
が
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
危
機
を
脱
し
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
は
次
の
イ

ギ
リ
ス
側
文
書
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

ヘ
ラ

1
ト
か
ら
使
者
が

[
テ
ヘ
ラ
ン
に
]
届
き
、

カ
1
ム
ラ
1
ン
・
シ
ャ
!
と
ヤ
1
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

1
ン
の
そ
れ
ぞ
れ
の
息
子
が

マ
シ
ユ
ハ
ド
に
進
み
、
そ
こ
か
ら
テ
ヘ
ラ
ン
に
向
か
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
使
節
の
目
的
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
:
:
:
[
し
か
し
、
あ

る
情
報
に
よ
れ
ば
、
第
一
次
ア
フ
ガ
ン
戦
争
に
よ
る
]

イ
ギ
リ
ス
軍
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
に
驚
い
た
カ

1
ム
ラ

1
ン
・
シ
ャ

1
が

ア
l
ソ
フ
・
ア
ッ
ド
ウ
レ
〉
戸
島
ペ
骨
肉

E
口
同
叫
え
と
り
o巳巾

O
山
首
吋
に
ベ
ル
シ
ア
領
に
自
ら
入
る
用
意

(ロ)

が
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
き
た
と
い
う
。

[
ホ
ラ

1
サ
l
ン
太
守
の
]

ま
た
、
そ
の
一
方
で
、

ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

1
ン
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
侵
攻
し
て
き
た
英
固
と
英
固
が
新
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
園
王
と

し
て
擁
立
し
よ
う
と
し
た
そ
の
健
偏
で
あ
る
シ
ヨ
ジ
ャ
l

・
ア
ル
モ
ル
ク

ω「
♀
削
a

と
冨
o
-
r
(
カ
l
ム
ラ
l
ン
王
子
の
叔
父
)
に
は
屈
し
な
い
強

85 

い
意
向
を
示
し
た
。
そ
の
賄
に
つ
い
て
は
、
次
の
史
料
が
あ
る
。
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(
ホ
ラ

1
サ

1
ン
太
守
の
)

ア
1
ソ
フ
・
ア
ッ
ド
ウ
レ
が
こ
こ
[
テ
ヘ
ラ
ン
]
に
(
ヘ
ラ

1
ト
の
宰
相
で
あ
る
)

ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ

ド
・
ハ

l
ン
か
ら
の
書
簡
を
迭
っ
て
き
た
が
、
「
た
と
え
私
が
公
に
は
彼
ら
と
友
好
的
で
、
賓
際
に
は
貴
殿
の
臣
下
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

決
し
て
ヘ
ラ

l
ト
は
イ
ギ
リ
ス
と
シ
ョ
ジ
ャ

l
・
ア
ル
モ
ル
ク
の
手
中
に
は
渡
さ
な
い

G
5
-
-
E円
程
耳
同

2
巳

E
Z
F⑦
『
包
含

o
ご
宮

(
日
)

肘
ロ

m
-
Z
F
B〔
日
目
凶
『

D
D
]
山

C
D
-
E
C
D
F
)
」
と
童
日
い
で
あ
っ
た
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
侵
攻
し
て
き
た
英
圃
は
首
然
ヘ
ラ

l
ト
も
軍
事
目
標
に
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
た
め
、

ヘ
ラ

l
ト
は
カ

l
ジ
ャ

l
ル
朝

へ
の
接
近
も
園
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
記
し
た
イ
ギ
リ
ス
側
丈
書
に
は
、
以
下
の
通
り
あ
る
。

マ
シ
ユ
ハ
ド
に
汲
遣
さ
れ
て
い
た
外
務
卿
ミ

l
ル
ザ
l
・
マ
ス
ウ

l
ド
宮
口
包
富
山
印
れ
同
与
が
宮
廷
に
童
日
肢
を
迭
り
、

ヘ
ラ

l
ト
の
宰
相
で

あ
る
ヤ

l
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
が
、
英
固
に
封
抗
し
て
ホ
ラ

l
サ

l
ン
太
守
の
支
援
を
熱
心
に
求
め
、
も
し
ベ
ル
シ
ア
政
府
が
英

(
日
)

園
軍
追
放
を
可
能
に
し
て
く
れ
る
な
ら
、
自
分
の
息
子
の
一
人
を
マ
シ
ユ
ハ
ド
に
人
質
に
出
す
こ
と
を
提
案
し
た
と
惇
え
た
。

し
か
し
、

カ
l
ジ
ャ

l
ル
朝
の
支
援
に
封
す
る
期
待
は
必
ず
し
も
叶
え
ら
れ
た
と
は
い
え
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

ヤ
ー
ル
・

モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
は
危
険
を
同
目
し
て
英
国
へ
の
接
近
も
覗
野
に
入
れ
て
い
た
節
が
次
の
イ
ギ
リ
ス
側
丈
書
か
ら
窺
え
る
。

最
近
ヘ
ラ

l
ト
の
問
題
に
闘
す
る
情
報
は
受
け
取
っ
て
い
な
い
が
、

ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
は
ベ
ル
シ
ア
に
支
援
を
求
め
る
無

金
さ
に
気
附
き
、
イ
ン
ド
政
府
か
ら
彼
に
封
し
て
な
さ
れ
た
和
平
の
提
案
に
お
そ
ら
く
廃
じ
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
私
[
イ
ラ
ン
特
命

(
日
)

全
権
公
使
、
ン
エ
イ
ル
』

ω『
己
]
に
は
思
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
第
一
次
ア
フ
ガ
ン
戦
争
首
時
の
ヘ
ラ

l
ト
は
、
強
固
の
イ
ギ
リ
ス
や
カ

l
ジ
ャ

l
ル
朝
に
は
さ
ま
れ
て
、
事
態
の
進
展
の
中
で
、

小
固
と
し
て
の
運
命
に
翻
弄
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

や
が
て
一
八
四
一
年
に
入
っ
て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
各
地
で
反
英
蜂
起
が
起
こ
る
よ
う
に
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
軍
は
そ
の
鎮
匿
に
手
こ
ず
る
に

(
市
)

至
っ
た
。
や
が
て
、
反
英
蜂
起
は
全
園
的
規
模
の
も
の
に
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
軍
は
敗
戦
を
重
ね
て
い
き
、

つ
い
に
一
八
四
二
年
初
め
、
イ
ギ
リ

ス
軍
が
カ

l
ブ
ル
か
ら
最
終
的
に
敗
走
し
て
、
第
一
次
ア
フ
ガ
ン
戦
争
が
終
結
し
た
。

十
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そ
れ
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
、

ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
は
一
つ
の
決
断
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
無
能
な
君
主
で
あ
っ
た
カ

l

ム
ラ

l
ン
王
子
を
倒
し
て
、

ヘ
ラ

l
ト
の
賓
権
を
奪
取
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
一
八
四
二
年
八
月
に
賓
現
さ
れ
た
。
そ
れ
を
停
え

る
史
料
と
し
て
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

こ
の
年
、

ヘ
ジ
ユ
ラ
暦
一
二
五
七
年
、
す
な
わ
ち
西
暦
一
八
四
一
年
[
マ
マ
]
、
宰
相
の
ヤ

l
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
は
ヘ
ラ

l
ト

や
領
域
の
他
の
地
貼
に
お
け
る
有
力
者
と
同
盟
し
、

カ
l
ム
ラ

1
ン
・
シ
ャ

l
に
反
抗
し
て
彼
を
捕
え
、
イ
ラ
ン
と
の
境
界
の
ク

1
フ
サ

ヴ
ィ

l
エ
同
国
『
印
戸
4
H
M
「
巾
に
迭
り
、

ク
l
ヘ
サ

l
ン
同
島
町
印
宮
城
塞
の
北
東
の
塔
に
彼
を
投
獄
し
た
。
七
ヶ
月
後
、
ダ

l
ウ
l
ド
・
ハ
ー

ン
・
ア
フ
ガ
ン
ロ
凶
d
L
同
町
山
口
〉
f
F
E
将
軍
を
ク

l
ヘ
サ

l
ン
に
迭
り
、

カ
l
ム
ラ
l
ン
・
シ
ャ

1
を
夜
に
絞
首
し
て
こ
の
よ
う
に
殺

害
し
、
遺
瞳
を
ヘ
ラ
1

ト
の
ロ
ウ
ゼ
庭
園
(
河
口
足
。
日
間
『
)
に
埋
葬
し
た
。
彼
の
子
供
や
一
族
は
殺
害
さ
れ
た
り
投
獄
さ
れ
た
り
し
、
残

り
の
者
た
ち
は
イ
ラ
ン
に
逃
走
し
た
。

ヘ
ラ

l
ト
や
フ
ア
ラ

l
フ
明
白
山
町
と
そ
の
領
域
は
完
全
に
宰
相
の
ヤ

l
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・

ハ
1
ン
の
も
の
に
な
っ
た
。
イ
ラ
ン
政
府
に
は
服
従
を
表
明
し
、

し
ば
ら
く
後
に
は
コ
イ
ン
と
ホ
ト
パ

F
r
o
手
同
を
イ
ラ
ン
皇
帝
の
名
で

謹
む
こ
と
を
賓
行
し
た
。
(
F

〉
巧

ω吋

ω
∞)

カ
1
ム
ラ
1
ン
王
子
の
殺
害
以
前
の
段
階
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

1
ン
が
彼
を

(
U
)
 

捕
え
て
権
力
を
奪
取
し
た
こ
と
を
惇
え
る
丈
書
が
あ
る
。
こ
う
し
て
、
ャ

l
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
は
カ

l
ジ
ャ

l
ル
朝
に
忠
誠
を
誓
い

イ
ギ
リ
ス
側
丈
書
に
も
、

つ
つ
、

ヘ
ラ
1
ト
政
権
の
経
営
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

信
用
二
士
早

ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
の
ヘ
ラ

l
ト
統
治

第
一
節

ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
と
周
遺
諸
勢
力

87 

こ
の
よ
、
つ
に
し
て
、

ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
は
ヘ
ラ
1
ト
で
の
責
権
を
掌
握
し
た
。
し
か
し
、
彼
が
ヘ
ラ

l
ト
と
い
う
小
園
を
統

十
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88 

治
し
て
い
く
上
で
は
、
周
遺
諸
勢
力
と
の
闘
係
に
は
最
善
の
注
意
を
捕
う
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
責
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

カ
ー
ジ

ヤ
ー
ル
朝
に
ば
か
り
依
存
す
る
こ
と
は
得
策
で
は
な
い
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
昔
時
の
カ

l
ジ
ャ

l
ル
朝
は
西
方
の
オ
ス
マ
ン
帝

固
と
の
聞
で
境
界
を
め
ぐ
る
紛
争
に
迫
わ
れ
て
い
て
東
方
を
見
る
徐
裕
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
問
題
が
解
決
し
さ
え
す
れ
ば
、
ま
た
ヘ
ラ

l
ト

征
服
を
狙
っ
て
く
る
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、

ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
は
さ
ま
ざ
ま
な
封
麿
を
採
ろ
う
と
し
た
。
例
え
ば
、
こ
の
昔
時
カ

l
ジ
ャ

l
ル
朝
と
の
閲
係

が
悪
化
し
て
い
た
プ
ハ
ラ
の
ア
ミ

1
ル
に
接
近
し
た
り
し
た
。
そ
れ
は
、
次
の
イ
ギ
リ
ス
側
文
書
で
明
ら
か
に
な
る
。

し
ば
ら
く
前
、
宰
相
[
ヤ

l
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
]
は
使
者
を
ブ
ハ
ラ
の
ア
ミ

l
ル
の
許
に
送
り
、
自
ら
ア
ミ

l
ル
の
召
使
い
で
臣

ベ
ル
シ
ア
へ
の
い
か
な
る
服
従
も
放
棄
す

る下
とで
{専あ
える
た長と

日

目

し

ヘ
ラ

1
ト
と
残
り
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
ア
ミ

l
ル
の
も
の
で
あ
り
、

さ
ら
に
、
従
来
警
戒
し
て
距
離
を
保
っ
て
い
た
英
圃
と
も
一
定
の
聞
係
を
持
と
う
と
書
一
策
し
た
り
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
以
下
の
丈
書
で
明

ら
か
に
な
る
。

[
ヘ
ラ

l
ト
に
い
る
か
つ
て
の
ヤ

l
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
の
重
臣
か
ら
書
簡
が
届
い
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
]

イ
ギ
リ
ス
政
府
が

ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

1
ン
と
の
友
好
的
関
係
を
更
新
す
る
方
針
が
あ
る
の
な
ら
、
:
:
:
そ
の
目
的
責
現
の
た
め
に
自
分
は
最
善
を

(

刊

日

)

蓋
く
す
だ
ろ
う
、
と
惇
え
て
き
た
。
:
:
:
私
[
シ
エ
イ
ル
]
は
彼
の
提
案
を
本
園
政
府
に
俸
え
る
と
答
え
た
。

ま
た
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
他
の
諸
勢
力
と
の
闘
係
改
善
に
も
努
め
よ
う
と
し
た
。
そ
の
一
方
策
と
し
て
、

モ
ハ
ン
マ
ド
ザ
l
イ
l
氏
族
の
勢
力
と
姻
戚
関
係
を
築
く
こ
と
で
、

カ
ー
ブ
ル
や
カ
ン
ダ
ハ

l
ル
の

ヘ
ラ

i
ト
の
地
位
を
確
保
し
よ
う
と
も
し
た
(
戸
君
主
包
。
し
か
し
、

カ
ン
ダ
ハ

l
ル
の
コ
ハ
ン
デ
ル
・
ハ

l
ン
の
よ
う
に
あ
く
ま
で
も
ヘ
ラ

l
ト
征
服
を
狙
う
も
の
も
あ
り
、

ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
に

と
っ
て
珠
断
の
許
せ
な
い
拭
況
が
績
い
た
こ
と
は
事
賓
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
賦
況
は
、
例
え
ば
次
の
イ
ギ
リ
ス
側
文
書
か
ら
も
明
ら
か
に
な

る

十
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カ
ン
ダ
ハ

l
ル
の
コ
ハ
ン
デ
ル
・
ハ

l
ン
の
息
子
が
ラ

l
シ
ユ

[
】
日
司
ロ
]
ま
で
進
軍
し
、

[
反
ヤ

l

[
F
r
r
]
近
郊
の
ジ
ャ
ヴ
ィ

l
ン

ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
の
]
シ
ャ

l
・
パ
サ
ン
ド
・
ハ

l
ン

ω『
同
町
℃
富
山
口
〔
日
開
『
山
口
と
合
流
し
、

カ
ン
ダ
ハ

l
ル
の
支
配
者
は
ホ

ラ
1
サ
1
ン
太
守
に
書
簡
を
迭
っ
て
、

そ
の
地
方
に
居
住
す
る
全
て
の
ア
フ
ガ
ン
人
族
長
た
ち
が
ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

1
ン
か
ら

ヘ
ラ
l
ト
を
奪
取
す
る
息
子
の
努
力
を
支
援
す
る
こ
と
の
許
可
を
求
め
た
。
:
:
:
コ
ハ
ン
デ
ル
・
ハ
l
ン
は
、
も
し
ベ
ル
シ
ア
政
府
が
軍

隊
と
資
金
を
提
供
す
る
な
ら
、
陛
下
の
た
め
に
ヘ
ラ
1
ト
を
占
領
す
る
と
シ
ャ

1
に
書
簡
を
迭
っ
た
が
、

ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ
ー

ン
も
、

カ
ン
ダ
ハ

i
ル
の
支
配
者
に
釘
抗
す
る
た
め
に
同
様
の
援
助
を
輿
え
る
よ
う
、
シ
ャ

i
に
要
求
し
た
。
:
:
:
コ
ハ
ン
デ
ル
・
ハ

l

ン
と
シ
ャ

l
・
パ
サ
ン
ド
・
ハ

l
ン
の
連
合
軍
は
三
千
に
も
満
た
な
い
が
、
彼
ら
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、

(
乱
)

ら
の
支
配
者
に
針
し
て
反
乱
を
起
こ
す
よ
う
に
煽
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

ヘ
ラ

l
ト
の
住
民
に
彼

そ
の
一
方
で
、

ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
は
ヘ
ラ

l
ト
近
郊
の
弱
小
諸
勢
力
を
服
従
さ
せ
て
ヘ
ラ

l
ト
政
権
の
権
力
を
確
固
た
る
も

の
に
し
、
そ
れ
を
背
景
に
カ

1
ジ
ャ

1
ル
朝
や
そ
の
出
先
の
ホ
ラ
1
サ
l
ン
太
守
と
の
闘
係
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
は
以
下
の
イ
ギ
リ
ス
側
丈
書
に
も
現
れ
て
い
る
。

彼
[
ヤ
1
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
]
は
自
分
自
身
と
か
つ
て
封
立
し
て
い
た
が
今
や
彼
の
権
威
を
認
め
て
い
る
族
長
た
ち
と
の
闘
係
を

修
復
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ヘ
ラ

l
ト
支
配
を
強
化
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

マ
シ
ユ
ハ
ド
か
ら
私
[
シ
エ
イ
止
に
届
い
た
報
告
に
よ

れ
ば

[
ホ
ラ

1
サ
1
ン
太
守
の
]

(
幻
)

流
が
あ
る
と
い
う
。

ア
1
ソ
フ
・
ア
ッ
ド
ウ
レ
と
ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

1
ン
と
の
聞
に
は
、
頻
繁
で
友
好
的
な
交

カ
l
ジ
ャ

l
ル
朝
と
並
ん
で
、
昔
時
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
影
響
力
の
掻
大
を
圃
っ
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
に
封
し
で
も
慎
重
な
封
麿
を
採
っ
て
い

た
。
イ
ギ
リ
ス
が
カ

1
ブ
ル
政
権
や
カ
ン
ダ
ハ

1
ル
政
権
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
る
よ
う
に
な
る
と
、

一
八
四
五
年
に
は
次
の
通
り
イ
ギ
リ
ス

と
の
闘
係
を
断
つ
決
定
を
行
っ
た
。

89 

こ
の
年
(
ヘ
ジ
ユ
ラ
暦
一
二
六
二
年
、
す
な
わ
ち
西
暦
一
八
四
五
年
)
、
宰
相
の
ヤ

1
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

1
ン
は
ヘ
ラ
1
ト
と
そ
の
領
土
に

十
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ハリハ吋d

イ
ギ
リ
ス
政
府
の
将
校
や
臣
民
が
来
る
こ
と
を
完
全
に
禁
止
し
停
止
し
た
。

一
二
五
三
年
に
ヘ
ラ

1
ト
に
居
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
イ
ギ

リ
ス
の
将
校
た
ち
に
つ
い
て
は
、
宰
相
の
ヤ
l
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
は
彼
ら
を
一
二
五
七
年
に
追
放
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
側
は
こ
の

問
題
を
自
ら
の
諸
目
的
を
推
進
し
て
い
く
上
で
混
乱
の
要
因
に
な
る
と
し
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
ヘ
ラ

l
ト
領
へ
の
影
響
力
を
見
出
そ
う
と

し
た
。
宰
相
の
ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

1
ン
は
彼
ら
の
影
響
力
が
自
ら
の
統
治
を
破
壊
す
る
要
因
に
な
る
と
知
っ
て
お
り
、
こ
の
年
、

こ
の
政
権
の
高
官
た
ち
と
交
際
す
る
こ
と
を
完
全
に
拒
絶
し
た
。
(
メ
ヨ
白
)

し
か
し
、
こ
の
封
英
断
交
の
決
定
は
、
昔
時
ヘ
ラ

l
ト
の
置
か
れ
て
い
た
拭
況
や
イ
ギ
リ
ス
の
立
場
か
ら
推
測
し
て
、
必
ず
し
も
長
期
に
わ

た
っ
て
纏
績
し
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

第
二
節

ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
と
サ

l
ラ
l
ル
の
反
乱

一
八
四
七
年
に
マ
シ
ユ
ハ
ド
を
中
心
と
す
る
ホ
ラ

l
サ
l
ン
地
方
で
、
前
の
ホ
ラ

l
サ
l
ン
太
守
ア

l
ソ
フ
・
ア
ッ
ド
ウ
レ
の
息
子
で
あ
る

サ
l
ラ
1
ル
亘
畠
山
田
自
主
同
日
自
己
品
目

ω巳
山
円
。
同
]
貯
の
反
乱
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
反
乱
白
瞳
、

カ
ー
ジ
ャ

l
ル
朝
内
部
の
支
配
構
造
の

嬰
化
を
考
え
て
い
く
上
で
非
常
に
重
要
な
事
件
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
本
稿
の
関
心
と
は
離
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
言
及
を
避

(
お
)

け
る
こ
と
に
す
る
。

反
乱
が
ヘ
ラ

l
ト
に
隣
接
す
る
ホ
ラ

l
サ
l
ン
地
方
で
起
こ
っ
て
横
大
化
し
、

ホ
ラ

l
サ
l
ン
太
守
の
ハ
ム
ゼ
国
自
民
巾
王
子
が
マ
シ
ユ
ハ

ド
に
追
い
つ
め
ら
れ
る
ま
で
に
事
態
が
深
刻
化
し
た
た
め
、

ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
も
こ
れ
に
闘
興
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
イ
ギ
リ

ス
側
丈
書
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

数
日
前
、

ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
か
ら
の
使
者
が
テ
ヘ
ラ
ン
に
到
着
し
、
シ
ャ
ー
へ
の
忠
誠
と
服
従
を
心
か
ら
表
明
し
、

(
従
)

ラ
1
サ
l
ン
の
混
乱
[
サ

l
ラ
l
ル
の
反
乱
]
に
封
す
る
支
援
を
申
し
出
た
書
簡
を
持
っ
て
き
た
。

ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
は
反
乱
軍
・
ホ
ラ

l
サ
l
ン
太
守
壁
方
に
支
援
を
期
待
さ
れ
て
い
た
。
特
に
反
乱
軍
が
優
勢
に
な
り
、

十
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ム
ゼ
王
子
が
マ
シ
ユ
ハ
ド
の
城
塞
に
龍
城
を
強
い
ら
れ
る
事
態
に
至
る
と
、

ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
の
動
向
は
反
乱
の
成
否
を
決
め

る
ほ
ど
の
注
目
賭
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
の
彼
の
封
躍
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

サ
1
ラ
1
ル
は
ジ
ヤ
ア
フ
ア
ル
・
コ
リ

1
・
ハ

1
ン
・
コ
ル
ド
・
シ
ャ

1
ド
ル

1
τ
4
R
O
o
-
H
同

E
口
開
。
丘

ωr包
E
を
使
者
に
汲
遣

し
て
要
請
し
た
の
で
、

ヘ
ラ

l
ト
の
太
{
寸
〈
同
町
で
あ
る
ヤ

l
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
が
大
軍
で
援
軍
に
駆
け
つ
け
る
と
信
じ
て
い

た
。
ハ
ム
ゼ
王
子
は
要
塞
の
狭
い
場
所
に
隠
れ
、
牧
草
や
食
料
が
少
な
く
な
っ
た
の
で
、
兵
士
た
ち
は
馬
や
ラ
パ
の
内
を
食
料
に
し
て
い

た
。
:
:
:
ヤ

l
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

i
ン
は
ジ
ヤ
ア
フ
ア
ル
・
コ
リ

l
・ハ

l
ン
に
判
ら
な
い
よ
う
に
配
下
の
ミ

l
ル
ザ
l
・
ボ
ゾ
ル

グ
・
ハ

l
ン
・
カ
ラ

l
イ

I
Zロ
品
目
C
N
O
H
m

同

E
ロ
O
R凶
aT乞
ハ
ム
ゼ
王
子
の
許
に
迭
り
、
白
ら
は
貴
官
に
服
従
す
る
と
言
上
し
た
。

:
ヤ

l
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

1
ン
は
ジ
ャ
ア
フ
ア
ル
・
コ
リ

1
・ハ

1
ン
と
と
も
に
ジ
ャ

l
ム
討
白
地
方
に
至
り
、
そ
こ
か
ら
ジ

ヤ
ア
ブ
ア
ル
・
コ
リ

l
・ハ

l
ン
に
判
ら
な
い
よ
う
に
ハ
ム
ゼ
王
子
に
書
簡
を
迭
り
、

サ
l
ラ
l
ル
の
支
援
の
た
め
で
は
な
く
汝
の
支
援

の
た
め
に
来
た
と
惇
え
た
。
:
:
:
ハ
サ
ン
・
ハ
ー
ン
・
サ

l
ラ
l
ル
は
ヤ

l
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
を
マ
シ
ユ
ハ
ド
で
待
ち
受
け
た

が
、
ャ

l
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
に
封
し
て
不
安
に
な
っ
た
。
:
:
:
翌
日
、
街
の
住
民
が
出
て
待
っ
て
い
た
が
、

ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン

マ
ド
・
ハ

1
ン
は
ジ
ヤ
ア
フ
ア
ル
・
コ
リ

1
・ハ

1
ン
に
ま
ず
城
塞
に
行
く
と
惇
え
、
城
塞
に
向
か
っ
た
。
:
:
:
街
の
住
民
は
戦
闘
に
な

る
こ
と
を
知
っ
た
。
ャ

l
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
は
城
塞
に
向
か
い
、
大
砲
や
兵
士
を
従
え
て
街
の
住
民
と
の
戦
闘
を
控
え
て
城
塞

に
入
り
、

ハ
ム
ゼ
王
子
に
服
従
の
意
を
表
し
た
。
:
:
:
街
の
住
民
は
ヤ

1
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

1
ン
が
も
は
や
味
方
で
な
い
こ
と
を
知

っ
た
。
:
:
:
数
日
後
、

ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
が
城
塞
か
ら
出
て
く
る
と
、

サ
l
ラ
l
ル
は
住
民
を
率
い
て
戦
闘
に
出
た
。

:
:
:
ヤ

l
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
軍
は
敗
れ
て
、
大
砲
を
放
置
し
て
城
塞
に
入
っ
た
。
ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
は
王
子
に
ヘ
ラ

l
ト

に
行
っ
て
冬
を
越
す
よ
う
に
提
案
し
た
。

(
Z
1門
ω
呂匂
I
N
C
H
)

91 

つ
ま
り
、
ャ

l
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
は
マ
シ
ユ
ハ
ド
に
出
兵
し
た
際
に
は
ホ
ラ

l
サ
l
ン
太
守
を
支
援
し
、
彼
を
救
出
し
て
ヘ
ラ

l

(
お
)

ト
に
一
時
的
に
連
れ
踊
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
件
は
こ
の
反
乱
の
趨
勢
を
左
右
す
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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結
局
、

一
八
五

O
年
四
月
に
鎮
医
さ
れ
た
サ

1
ラ
l
ル
の
反
乱
に
お
け
る
ヤ

1
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

1
ン
の
カ

1
ジ
ャ

1
ル
朝
に
封
す
る

貢
献
に
閲
し
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
側
史
料
と
ベ
ル
シ
ア
語
史
料
と
の
聞
で
は
、
若
干
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
達
い
が
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス

側
史
料
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

私
[
駐
イ
ラ
ン
公
使
館
附
き
武
官
フ
ア
ラ
ン
ト
出
明
日
E
E
少
佐
]
は
閣
下
[
カ
l
ジ
ャ
l
ル
朝
宰
相
]
に
、

ヘ
ラ

l
ト
の
指
導
者
[
ヤ
l
ル
・
モ

ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
]
が
ホ
ラ

l
サ
l
ン
に
閲
し
て
い
く
ら
か
理
解
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
停
え
た
。
私
は
彼
に
、
こ
の
よ
く
知
ら
れ
た
陰

謀
者
に
き
わ
め
て
注
意
す
る
べ
き
で
あ
り
、
彼
は
信
頼
す
べ
き
で
は
な
く
、
多
く
の
問
題
を
引
き
起
こ
す
だ
ろ
う
と
忠
告
し
た
。
閣
下
は

(
お
)

ヤ
l
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
が
危
険
で
詐
欺
的
な
人
物
で
あ
る
こ
と
に
は
合
意
し
た
。

こ
の
報
告
の
信
恵
性
は
否
定
し
た
が
、

こ
れ
に
封
し
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
側
の
ベ
ル
シ
ア
語
史
料
に
は
こ
の
と
き
の
ヤ
l
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
の
封
麿
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

各
の
問
、
彼
[
ハ
ム
ゼ
王
子
]
を
[
サ

l
ラ
l
ル
か
ら
]
匿
っ
た
。
春
に
な
る
と
、

テ
ヘ
ラ
ン
か
ら
援
軍
が
届
き
、
王
子
も
兵
を
率
い
て

マ
シ
ユ
ハ
ド
征
服
に
向
か
い
、
宰
相
[
ヤ

1
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

1
ン
]

は
同
時
に
行
っ
た
奉
仕
の
代
償
と
し
て
、
四
門
の
大
砲
と

ク
l
フ
・
ク
l
ブ
の
弾

T810FμrFμ
『
ク
l
フ
・
ク
l
ブ
と
は
惇
説
上
の
勇
者
フ
ア
ル
ハ

l
ド
町
民

Eι
の
こ
と
で
、
下
賜
さ
れ
た
砲
弾
の
美
名

と
思
わ
れ
る
]
と
と
も
に
、

N
m
F口
問
-
一
口
o己
巾
[
「
園
家
の
支
援
者
」
]

の
栴
競
を
得
た
。
:
:
:
宰
相
は
こ
の
こ
と
か
ら
カ

1
ジ
ャ

1
ル
政
権
と

の
友
好
関
係
を
強
め
た
。
(
叶
∞
N
∞
吋
)ナ

l
セ
ル
・
ア
ツ
デ
ィ

l
ン
・
シ
ャ

1
の
最
初
の
宰
相
で
あ
る
ア
ミ

l
レ
・
カ
ピ

l
ル

E
H片
品
叶
白
合

同

r
E
〉
田
口
巾
一
関
与
同
(
一
八
O
七
一
八
五
二
)
が
彼
を
警
戒
す
る
謹
言
を
行
っ
た
と
述
べ
て
い
る
の
に
封
し
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
側
史
料
で

(
幻
)

カ
l
ジ
ャ

l
ル
朝
と
の
友
好
関
係
を
強
め
た
こ
と
が
遮
べ
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
イ
ギ
リ
ス
側
の
史
料
が
、

は
N
任
問
主
ー
ロ
o己
巾
の
稽
競
を
得
て
、

こ
う
し
た
カ

1
ジ
ャ
ー
ル
朝
と
の
良
好
な
関
係
を
示
す
一
つ
の
事
例
と
し
て
、

カ
l
ジ
ャ

l
ル
朝
の
政
策
を
模
倣
し
て
近
代
的
な
歩
兵
隊
が

ヘ
ラ

l
ト
に
創
設
さ
れ
た
こ
と
が
奉
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

ベ
ル
シ
ア
語
史
料
に
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
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ヘ
ジ
ユ
ラ
暦
一
二
六
五
年
、
す
な
わ
ち
西
暦
一
八
四
八
年
、

ヘ
ラ

l
ト
に
、
イ
ラ
ン
の
軍
事
法
に
従
っ
て
、

五
つ
の
歩
兵
部
隊

5
5ー。

七回

zrzNE)
が
で
き
て
軍
事
訓
練
を
受
け
た
。
各
部
隊
は
五
百
人
か
ら
成
っ
て
お
り
、
各
部
隊
に
一
人
の
将
軍

E
ユ
♂
と
一
人
の
少

佐
可
何
者
向
が
置
か
れ
た
。
将
軍
は
皆
宰
相
の
ヤ
1
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

1
ン
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
者
で
あ
っ
た
。
:
:
:
こ
の
部
隊

の
兵
士
は
皆
高
い
フ
ェ
ル
ト
帽
を
か
ぶ
っ
て
お
り
、
周
園
は
き
つ
ね
と
子
羊
の
皮
か
ら
で
き
て
い
た
。
各
部
隊
に
は
音
楽
隊
(
缶
詰
吾
1
0

回
国
N
H
r
)

が
置
か
れ
、
音
楽
隊
は
木
の
色
を
し
た
金
属
製
の
楽
器
を
用
意
し
た
。
各
部
隊
は
銃
で
武
装
し
て
い
た
。
:
:
:
こ
れ
ら
は
皆
イ

ラ
ン
政
府
の
支
援
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
宰
相
の
ヤ

i
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
は
こ
れ
ら
皆
の
支
援
を
求
め
た
わ
け
で
は
な
く
、

こ
の
年
、
数
人
の
大
佐

E
H
E
Z
と
数
人
の
少
佐
が
ヘ
ラ

l
ト
の
騎
兵
隊
に
選
出
さ
れ
た
。
(
メ
君
主
主
)

カ
1
ジ
ャ

l
ル
朝
に
お
い
て
は
既
に
一
八
一

0
年
代
か
ら
軍
隊
の
近
代
化
に
着
手
し
て
い
た
が
、

ン
・
シ
ャ

l
の
即
位
と
ア
ミ

l
レ
・
カ
ピ

l
ル
の
宰
相
就
任
で
軍
隊
近
代
化
が
推
進
さ
れ
た
の
で
あ
り
、 一
八
四
八
年
の
ナ
1
セ
ル
・
ア
ツ
デ
ィ
1

ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
は

そ
れ
を
受
け
入
れ
て
自
国
の
軍
隊
の
改
革
に
乗
り
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

第
三
節

ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

1
ン
の
外
交
政
策

し
か
し
、
ャ

l
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
は
カ

l
ジ
ャ

l
ル
朝
と
の
関
係
を
強
化
し
て
い
っ
た
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
昔
時
、
こ
の

地
方
に
強
い
闘
心
を
持
っ
て
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
は
イ
ギ
リ
ス
と
ロ
シ
ア
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
イ
ン
ド
植
民
地
の
防
御
と
ロ
シ
ア
の
南

下
を
阻
止
す
る
た
め
に
、

モ
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ャ
!
の
ヘ
ラ
1
ト
包
圃
昔
時
の
全
権
公
使
マ
ク
ニ

l
ル
』
冨
の
Z
巾
己
や
一
八
五

0
年
代
の
全
権

公
使
シ
エ
イ
ル
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

カ
l
ジ
ャ

l
ル
朝
に
封
し
て
は
か
な
り
強
堅
的
な
態
度
で
臨
み
、
そ
の
た
め
に
、

ナ
l
セ
ル
・
ア
ツ
デ

イ

1
ン
・
シ
ャ
ー
な
ど
は
ロ
シ
ア
に
接
近
す
る
姿
勢
を
示
す
ほ
ど
だ
っ
た
。

ヘ
ラ

l
ト
に
闘
し
て
イ
ギ
リ
ス
が
ど
の
よ
う
な
封
懸
を
採
っ
て
い
た
の
か
は
、
イ
ギ
リ
ス
側
史
料
に
も
現
れ
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
。
し
か

93 

し
、
前
述
の
よ
う
に
、

ヘ
ラ
1
ト
が
イ
ギ
リ
ス
と
の
関
係
を
断
絶
す
る
決
断
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
と
お
り
、
イ
ギ
リ

十
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ス
は
カ

l
ジ
ャ

l
ル
朝
に
封
す
る
の
と
同
様
、

ヘ
ラ

l
ト
に
封
し
で
も
か
な
り
強
犀
的
な
姿
勢
を
示
し
て
い
た
こ
と
は
十
分
に
想
像
で
き
る
。

こ
の
た
め
、

ロ
シ
ア
と
も
接
近
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
白

ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

i
ン
は
、

カ
l
ジ
ャ

l
ル
朝
、
だ
け
で
は
な
く
、

立
性
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
示
す
イ
ギ
リ
ス
側
文
書
に
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

ロ
シ
ア
公
使
と
カ

l
ブ
ル
及
び
ヘ
ラ

1
ト
の
支
配
者
と
の
聞
で
、
最
近
い
く
つ
か
の
連
絡
が
取
ら
れ
た
。
テ
ヘ
ラ
ン
に
今
い
る
後
者
[
へ

の
使
者
は
絶
え
ず
ロ
シ
ア
公
使
館
を
訪
問
し
て
お
り
、
私
[
フ
ア
ラ
ン
ト
]
が
理
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、

(
お
)

っ
て
彼
の
召
使
い
の
一
人
が
カ

1
プ
ル
と
へ
ラ

l
ト
に
書
簡
を
持
っ
て
祇
遣
さ
れ
た
。

ロ
シ
ア
公
使
に
よ

ラ
l
ト
]

骨回一然、

ヘ
ラ

l
ト
や
カ

l
ブ
ル
の
こ
の
よ
う
な
行
動
は
イ
ギ
リ
ス
側
に
は
望
ま
し
く
な
い
危
険
な
兆
候
だ
っ
た
わ
け
で
、
外
交
丈
書
に
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
軍
隊
の
近
代
化
や
周
遺
諸
国
と
の
闘
係
強
化
に
よ
っ
て
、

を
惇
え
る
イ
ギ
リ
ス
側
丈
書
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

ヘ
ラ

l
ト
は
繁
柴
を
取
り
戻
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
こ
と

[
マ
シ
ユ
ハ
ド
と
へ
ラ

l
ト
か
ら
ヘ
ラ

1
ト
の
状
況
を
停
え
る
二
週
の
書
簡
が
届
い
た
o
]

こ
れ
ら
の
通
信
の
中
に
は
相
互
に
差
達
が
あ

る
が
、
私
[
シ
エ
イ
ル
]
は
、

ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
が
繁
栄
し
た
状
況
に
あ
る
と
い
う
マ
シ
ユ
ハ
ド
か
ら
の
書
簡
を
よ
り
信

頼
す
る
。
目
夜
、
近
の
マ
シ
ユ
ハ
ド
か
ら
の
大
量
移
住
が
、
前
の
シ
ャ
!
の
包
固
に
よ
る
人
口
減
少
を
補
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

ヘ
ラ

1
ト
の
繁

楽
に
貢
献
し
て
い
る
に
相
違
な
い
。
通
商
は
ヤ

l
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
に
保
護
さ
れ
、
彼
の
マ
シ
ユ
ハ
ド
や
マ
イ
マ
ナ
呂
ミ
白
戸
l

(
m
U
)
 

E
へ
の
軍
事
遠
征
は
、
彼
の
力
を
示
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
記
事
の
中
に
、
ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
の
巧
み
な
外
交
術
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
彼
は
カ

l

ジ
ャ

l
ル
朝
や
ロ
シ
ア
と
良
好
な
閲
係
を
構
築
す
る
こ
と
で
、

カ
ン
ダ
ハ

l
ル
や
カ

l
ブ
ル
と
い
っ
た
潜
在
的
に
封
立
す
る
モ
ハ
ン
マ
ド
ザ
l

カ
ン
ダ
ハ

l
ル
の
コ
ハ
ン
デ
ル
・
ハ
ー
ン
が
侵
攻
し
て
き
た

イ
l
氏
族
の
勢
力
の
侵
入
を
阻
止
す
る
よ
う
に
手
を
打
っ
た
の
で
あ
る
。
(
貫
際
、

と
き
に
は
、

ヘ
ラ

l
ト
の
防
備
を
固
め
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
側
の
丈
書
が
残
っ
て
い
る
。

十

11 
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テ
ヘ
ラ
ン
に
到
着
し
た
隼
敬
す
べ
き
人
物
に
よ
れ
ば
、

一
ヶ
月
半
前
、

カ
ン
ダ
ハ

l
ル
の
支
配
者
が
ギ
リ
シ
ク

E
ロ
島
町
の
ヘ
ラ

l
ト
側

に
一
高
二
千
の
兵
を
率
い
て
、

ヘ
ラ

l
ト
に
到
着
す
る
と
、
彼
は
ヤ

l
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・

(
別
)

ハ
1
ン
が
防
衛
の
準
備
を
し
て
お
り
、
非
常
に
驚
い
て
い
る
よ
う
だ
つ
た
と
い
う
。

ヘ
ラ

l
ト
を
包
固
す
る
た
め
に
進
軍
し
た
。

こ
の
と
き
も
、

ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
は
コ
ハ
ン
デ
ル
・
ハ

l
ン
の
攻
撃
を
克
れ
、

ヘ
ラ

l
ト
の
濁
立
を
維
持
す
る
こ
と
に
成
功

し
た
。

信
用
二
一
士
早

ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
死
後
の
ヘ
ラ

l
ト

第
一
節

ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

1
ン
の
死

こ
の
よ
う
に
困
難
な
賦
況
に
封
し
て
う
ま
く
立
ち
回
っ
て
い
た
最
中
に
、

ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
は
、

一
八
五
一
年
六
月
七
日
、

急
死
し
た
。
彼
の
死
去
に
つ
い
て
は
、

ベ
ル
シ
ア
語
史
料
で
は
例
え
ば
次
の
よ
う
に
停
え
て
い
る
。

ヘ
ラ

1
ト
の
支
配
者
で
あ
る
ヤ

1
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

1
ン
・
ザ
ヒ

1
ル
・
ア
ッ
ド
ウ
レ
は
、
ラ

1
シ
ユ
と
ジ
ャ
ヴ
ィ

1
ン
を
征
服
し

た
後
、
睦
調
が
悪
く
な
り
、
蹄
還
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
サ
ブ
ゼ
ワ

l
ル

ω与
見
当
配
経
由
で
ヘ
ラ

l
ト
に
向
か
っ
た
が
、
彼
の
睦
調
は

悪
く
な
り
、
浸
し
た
。
彼
の
遺
瞳
は
ヘ
ラ

l
ト
に
運
ば
れ
て
追
悼
が
行
わ
れ
、

(
社
)

ハ
1
ン

ω
忠仏
Z
o
E
H
H
H
B注
目
岡
山
口
将
軍
を
ヘ
ラ

1
ト
の
ハ

1
ン
や
有
力
者
た
ち
は
支
配
者
の
座
に
就
け
、
服
従
の
意
を
示
し
た
。

一
一
一
日
後
、
彼
の
長
男
の
サ
イ

1
ド
・
モ
ハ
ン
マ
ド

(
足
当
日
)

こ
れ
に
釘
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
側
の
丈
書
で
は
次
の
よ
う
に
彼
の
死
を
停
え
て
い
る
。

前
シ
ャ

l
の
弟
フ
ア
ル
ハ

l
ド
司
R
F包
王
子
が
、
本
早
朝
、
ち
ょ
う
ど
私
[
シ
エ
イ
ル
]

の
使
者
が
エ
ス
フ
ア
ハ

l
ン
に
出
ょ
う
と
し

95 

て
い
る
と
き
に
、
私
を
訪
ね
て
き
て
、
三
日
前
に
ホ
ラ

l
サ
1
ン
か
ら
急
使
が
ヤ

1
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

1
ン
の
死
に
つ
い
て
の
明
確

十
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な
情
報
を
持
っ
て
到
着
し
た
と
語
っ
た
。
:
:
:
私
は
ま
た
、
今
朝
、

か
ら
書
簡
を
受
け
取
り
、

テ
ヘ
ラ
ン
の
ゼ
イ
ン
・
ア
ル
ア
1
ベ
デ
ィ

1
ン

N
2出
向
「
長

σ巾
骨
ロ

(
m
M
)
 

マ
シ
ユ
ハ
ド
か
ら
ヘ
ラ

l
ト
の
支
配
者
の
死
を
惇
え
て
き
た
と
い
う
。

左
記
の
ベ
ル
シ
ア
語
史
料
に
も
あ
っ
た
通
り
、
彼
の
後
継
者
に
は
、
長
男
で
あ
る
サ
イ

l
ド
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
が
つ
く
こ
と
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
議
期
せ
ぬ
ヤ
1
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
の
急
死
の
た
め
、
そ
れ
ま
で
彼
自
身
の
卓
越
し
た
才
能
に
よ
っ
て
築
き
上
げ
ら
れ

て
き
た
ヘ
ラ

l
ト
防
衛
の
た
め
の
方
策
を
継
承
で
き
る
者
は
誰
も
い
な
か
っ
た
。

そ
れ
に
加
え
て
、
後
継
者
と
な
っ
た
サ
イ

l
ド
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

1
ン
の
長
男
は
、
資
質
的
に
は
、
そ
の
父
に
到
底
及
ぶ
べ
く
も
な
い
凡

庸
な
人
物
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
一
不
す
ベ
ル
シ
ア
語
史
料
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

ヘ
ラ

l
ト
の
統
治
者
で
宰
相
の
ヤ

l
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
の
子
の
サ
イ
l
ド
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
将
軍
は
、
知
性
に
訣
け
る

(ロロ』白山口
1
0

白
色
)
と
こ
ろ
が
あ
り
、
少
し
ず
つ
精
一
紳
錯
乱
を
起
こ
し
た

(
E
B
E
E
r
z
g
l
o
F
E
E
Z
E。
日
々
軍
を
集
め
て
行
唯
一
を
見

撃
す
る
た
め
に
召
集
し
、
軍
の
閲
兵
の
と
き
に
有
力
者
や
高
官
に
謹
の
分
か
ら
な
い
こ
と
を
一
言
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
(
n
k
r

巧
印
。
)

卓
越
し
た
才
能
を
持
っ
て
い
た
ヤ
1
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
の
統
治
下
で
さ
え
、
周
遺
諸
国
か
ら
狙
わ
れ
て
い
た
弱
小
園
の
ヘ
ラ

l
ト

は
、
そ
の
よ
う
な
凡
庸
な
人
物
の
統
治
下
で
は
、
格
好
の
標
的
と
さ
れ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
賓
際
に
ま
ず
ヘ
ラ

l
ト
を
狙
っ
た
の

は
、
カ
ン
ダ
ハ

1
ル
の
コ
ハ
ン
デ
ル
・
ハ

1
ン
で
あ
っ
た
。

ヘ
ラ

l
ト
の
住
民
の
中
に
は
、
サ
イ
l
ド
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
の
愚
か
さ
か
ら
、
彼
に
満
足
で
き
ず
に
怒
っ
た
者
が
お
り
、
秘
か
に

コ
ハ
ン
デ
ル
ハ

l
ン
将
軍
に
書
簡
を
迭
り
、

ヘ
ラ

l
ト
征
服
を
促
し
た
。
彼
は
ヘ
ラ

1
ト
住
民
の
要
望
に
よ
っ
て
カ
ン
ダ
ハ

l
ル
か
ら

ヘ
ラ

l
ト
に
向
か
い
、

フ
ア
ラ

l
フ
と
エ
ス
フ
ア
ザ

l
ル
何
回
出
白
骨
を
征
服
し
た
。

マ
シ
ユ
ハ
ド
の
太
守
で
あ
る
ソ
ル
タ

l
ン
・
モ
ラ

l

ド

ωo-片
山
口
亘
己
主
王
子
は
こ
れ
を
知
る
と
、

[
軍
を
]

ヘ
ラ

l
ト
に
向
か
わ
せ
、

ヘ
ラ

l
ト
近
郊
に
留
め
た
。
:
:
:
[
雨
軍
は
戦
闘
と

な
っ
た
が
、
]

コ
ハ
ン
デ
ル
・
ハ

l
ン
は
進
軍
で
き
ず
、

カ
ン
ダ
ハ

l
ル
に
蹄
還
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

(ω
吋

N
E
)

ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
の
死
を
好
機
と
捉
え
て
、

ヘ
ラ

l
ト
の
不
満
分
子
か
ら
の
招
請
も
あ
っ
て
、
直
ち
に
侵
攻
し
た
コ
ハ
ン
デ

十
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ル
・
ハ

l
ン
に
封
し
て
、

ヘ
ラ

i
ト
救
済
に
立
ち
上
が
っ
た
の
は
カ

l
ジ
ャ

l
ル
朝
の
ホ
ラ

l
サ
i
ン
太
守
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

ジ
ャ

l
ル
朝
は
あ
く
ま
で
も
サ
イ

l
ド
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
の
支
援
の
立
場
を
採
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

カ
l
ジ
ャ

l
ル
朝
側
も

ヘ
ラ
1
ト
の
賦
況
を
相
首
不
安
の
目
で
見
て
い
た
こ
と
が
、
次
の
イ
ギ
リ
ス
側
丈
書
で
明
ら
か
に
な
る
。

こ
の
[
カ

l
ジ
ャ

l
ル
朝
]
宮
廷
の
誰
も
が
、
サ
イ

l
ド
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
の
統
治
が
長
績
き
す
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。
内
紛
や

コ
ハ
ン
デ
ル
・
ハ

l
ン
、
ま
た
は
ド
1
ス
ト
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

1
ン、

(
お
)

彼
の
権
威
を
終
罵
に
も
た
ら
す
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。

カ
l
ム
ラ

l
ン
・
シ
ャ
!
の
一
族
に
よ
る
攻
撃
が
:
:
:
直
ち
に

こ
の
よ
、
つ
に
、

カ
l
ジ
ャ

l
ル
朝
側
は
サ
イ

l
ド
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
政
権
を
支
援
し
な
が
ら
も
、
周
遣
を
敵
に
取
り
固
ま
れ
た
彼
の

政
権
が
長
績
き
す
る
と
は
珠
想
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ほ
ぼ
唯
一
の
支
援
固
か
ら
も
、
す
で
に
ヘ
ラ

l
ト
は
見
放
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る

第
二
節

サ
イ

l
ド
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
以
降
の
ヘ
ラ

l
ト

(
社
)

そ
の
後
の
ヘ
ラ

1
ト
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
る
飴
裕
は
な
い
が
、

サ
イ
1
ド
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

1
ン
の
統
治
は
四
年
少
々
し
か
績
か
な
か

っ
た
。
彼
の
能
力
か
ら
す
る
と
、
長
績
き
し
た
方
か
も
し
れ
な
い
。
結
局
、
彼
は
一
八
五
五
年
九
月
に
殺
害
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、

ア
リ
コ

ザ
1
イ
1
氏
族
の
ヘ
ラ

1
ト
支
配
は
一
三
年
間
績
い
た
こ
と
に
な
る
。
彼
に
代
わ
っ
て
へ
ラ
1
ト
を
一
時
統
治
し
た
の
は
、

サ
ッ
ド

1
ザ
1

イ
l
系
の
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ユ
ー
ソ
フ
冨
o
E
B
B
主

4Hzt
王
子
(
シ
ャ

l
・
マ
フ
ム

l
ド
の
弟
の
孫
)
で
あ
っ
た
が
、
彼
の
統
治
も
長
績
き
せ

一
八
五
六
年
四
月
に
は
失
脚
し
て
殺
害
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、

ず

一
八
五
六
年
四
月
に
は
再
び
カ

l
ジ
ャ

l
ル
朝
が
ヘ
ラ

l
ト
を
包
園

し
た
。
こ
の
時
も
イ
ギ
リ
ス
は
ベ
ル
シ
ア
湾
岸
の
ブ

1
シ
ヤ
フ
ル

F
Z
E
E
を
占
領
す
る
な
ど
の
干
渉
を
行
い
、

カ
1
ジ
ャ

1
ル
軍
は
一
八

五
七
年
五
月
に
撤
退
を
飴
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

一
八
五
八
年
の
パ
リ
候
約
で
カ

l
ジ
ャ

l
ル
朝
は
ヘ
ラ

l
ト
の
請
求
権
を
完
全
に
放
棄

97 

さ
せ
ら
れ
た
。
結
局
、

一
八
六
三
年
五
月
末
、
死
の
直
前
で
あ
っ
た
ド
ゥ

l
ス
ト
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

1
ン
は
ヘ
ラ

1
ト
を
陥
落
し
、

ヘ
ラ
1

十
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(
お
)

ト
は
そ
の
支
配
下
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
す
で
に
一
八
五
五
年
に
カ
ン
ダ
ハ

1
ル
は
ド
ゥ

1
ス
ト
・
モ
ハ
ン
マ

ド
・
ハ

l
ン
の
支
配
下
に
入
っ
て
い
た
た
め
、
北
部
(
「
小
ト
ル
キ
ス
タ
ン
」
)
を
除
い
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
が
統
一
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
た
。

士」品

め

と

「
ア
フ
ガ
ン
内
乱
」
以
降
の
ヘ
ラ
l
ト
政
権
は
弱
小
勢
力
に
過
ぎ
ず
、
カ

l
ジ
ャ

l
ル
朝
や
カ
ン
ダ
ハ

l
ル
、
カ
ー
ブ
ル
と
い
っ
た
周
遺
諸

勢
力
か
ら
絶
え
ず
狙
わ
れ
て
い
た
。
特
に
、
支
配
者
で
あ
っ
た
カ

1
ム
ラ

l
ン
王
子
が
そ
の
よ
う
な
難
局
を
乗
り
切
る
だ
け
の
十
分
な
能
力
が

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
絶
え
ず
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
よ
う
な
中
で
宰
相
と
な
っ
た
ヤ

l
ル
・
モ
ハ
ン
マ

ド
・
ハ

l
ン
は
、
貰
質
的
に
そ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
務
を
負
う
こ
と
に
な
っ
た
。

ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ
ー
ン
は
卓
越
し
た
外
交
術
を
身
に
つ
け
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、

カ
ン
ダ
ハ

1
ル
に
攻
め
ら
れ

る
と
、

カ
l
ジ
ャ

l
ル
朝
に
ホ
ト
パ
と
コ
イ
ン
に
そ
の
シ
ャ

l
の
名
を
用
い
る
こ
と
を
候
件
に
救
援
を
求
め
た
が
、
賓
際
に
そ
の
約
束
は
守
ら

な
か
っ
た
。

一
八
三
七
年
の
カ

1
ジ
ャ

l
ル
朝
に
よ
る
ヘ
ラ
1
ト
包
園
の
際
に
は
、

一
方
で
強
硬
に
抵
抗
す
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
英
国
と

交
渉
し
て
カ

l
ジ
ャ

l
ル
朝
に
干
渉
す
る
よ
う
に
求
め
た
。

第
一
次
ア
フ
ガ
ン
戦
争
中
に
は
、
カ

1
ム
ラ

1
ン
王
子
の
よ
う
な
無
能
な
支
配
者
で
は
難
局
を
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
と
悟
っ
た
の
か
、

に
は
彼
を
排
除
し
て
殺
害
し
た
。
ャ

l
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
自
身
は
王
族
で
も
な
く
、
い
わ
ゆ
る
「
支
配
の
正
統
性
『
官
官

E口
可

O
H

門
戸
-
巾
」
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
ヘ
ラ

l
ト
政
権
の
よ
う
な
弱
小
政
権
を
そ
の
後
も
八
年
間
に

わ
た
っ
て
存
績
さ
せ
た
の
は
、
彼
自
身
が
き
わ
め
て
優
れ
た
政
治
的
才
能
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
彼
は
ヘ
ラ

i
ト
の
よ
う
な

弱
小
政
権
の
運
営
に
は
成
功
し
た
が
、
後
継
者
養
成
に
は
成
功
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
の
急
死
に
よ
っ
て
状
況
は
一
愛
し
、

ヘ
ラ

l
ト

は
周
遺
諸
勢
力
に
狙
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
濁
立
は
き
わ
め
て
危
う
い
も
の
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
史
料
に
つ
い
て
一
言
述
べ
て
お
き
た
い
。
英
園
側
史
料
は
外
交
丈
書
で
あ
り
、
き
わ
め
て
網
羅
的
な
記
述
が
豊
富
で
あ
り
、
そ
の
有

十

98 

ぞコ
し、
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跡

部
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100 

用
性
に
は
疑
い
が
な
い
。

し
か
し
、
外
交
文
書
と
い
う
性
格
上
、

推
測
や
思
惑
、 日宍)出・

8

待

あ
る
い
は
英
園
の
利
害
を
反
映
し
た
記
述
が
多
く
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
を
嘗
然
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
利
用
の
際
に
は
そ
う
い
っ
た
貼
を
注
音
、
山
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ベ
ル
シ
ャ
語
史
料
に
つ
い
て
は
、

現
在
一
般
的
に
利
用
可
能
な
も
の
の
中
で
は
、
ア
フ
ガ
ン
側
の
も
の
で
も
イ
ラ
ン
側
の
も
の
で
も
、
長
巧
を
除
い
て
、

取
り
扱
っ
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
の
た
め
、

ヘ
ラ

l
ト
を
中
心
に

一
部
の
時
期
を
除
い
て
ヘ
ラ

1
ト
に
つ
い
て
の
言
及
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
こ
の
た
め
、

ベ
ル
シ
ア
語
史
料
だ
け
を
用
い
て
一
九
世
紀
中
期
の
ヘ
ラ

l
ト
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
難
し
い
。
上
記
の
英
国
側
史
料
な
ど
と

併
用
し
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
賓
情
と
い
え
よ
う
。

キ
+
占日百(

1
)

本
稿
に
お
い
て
、
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
」
と
は
、
一
九
世
紀
後
字

以
降
、
近
代
国
家
と
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
、
現
在
の
「
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
・
イ
ス
ラ
I
ム
共
和
園
」
に
相
首
す
る
園
家
、
あ
る
い
は
そ

の
領
域
を
指
す
こ
と
と
す
る
。
「
ア
フ
カ
ン
」
と
は
「
パ
シ
ユ
ト

ゥ
l
ン
」
と
も
呼
ば
れ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
多
数
を
占
め
る
民
族

(
ア
フ
ガ
ン
人
)
を
指
す
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
「
ア
フ
ガ
ン
内

乱
」
、
「
ア
フ
ガ
ン
戦
争
」
は
歴
史
的
学
L
L

の
用
語
と
し
て
用
い
る
。
こ

の
黙
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
最
近
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
近
代
史
研
究

動
向
ノ
エ
ル
「
一
九
世
紀
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
園
家
と
部
族
」
を

中
心
に
」
(
『
上
智
ア
ジ
ア
皐
』
、
二
ハ
、
一
九
九
八
、
九

O
頁
、
註

(

1

)

)

を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
2
)

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ペ
ル
シ
ア
語
(
ダ
リ
l
語
)
の
轄
寝
に
つ
い

て
は
、
田
仲
間

m
g
g
p
同

-
Z・
回
忌
国
問
。
両
日
守
宙
開
w

切

-
S
-
一K
H
R
尚道目

守門町
R
E
h
h
q
g予
(
Z
c
m
E
P
巴
叶
∞
)
に
原
則
と
し
て
準
援
す
る
。

イ
ラ
ン
の
ペ
ル
シ
ア
語
の
轄
窮
は
慣
例
に
従
う
。

(
3
)
F宵
白
デ
冨
c官
自
己
主

ro円
(
回
目
門
出
〈
叫
)
唱
N
白
百
円
包
己
室
町
三

国
U
『
出
町
(
民
田
広
円

L
E
-一
見
む
謹
せ
b
S
山
て
向
。
。
除
雪
、
』
h
h
H
P
還
を
h
k
H
b〆

〈

o-
少
叶
め
『
『
山

F
H
ω
叶

(
)
¥
H
S
H
N
)
w
官
官

-
U
N
N
H
U
N
A
H
H

(
4
)
(
U
F
自
己
宮
内
各
戸
タ
ロ
・
ゎ
・
一

M
1
p
。

A
h町
-P
白
お
ら
ミ
ミ
む
器
内
ミ
定
柏
町
円
。
せ
ぬ
崎
、

同
実
む
町
、
さ
せ
一
S
R
S
H一
色
町
室
、
口
市
内
白
地
N
Hミ
ミ
ミ
ミ
芯
苫

~
u
d
q
H
h
w
a
-
人
占

同
ミ
三
時
込
崎
、
問
芯
円
相
。
苫
(
司
『
・
ロ
・
【
H
H
a
-
-
C
E
4・
0
『

H，
g内
出
血
咽
同
窓
口
)

(
5
)

〉
自
由
口
出
Y
〉
-
一
、
H，F
町
田
町
門
主

ρ口町田口
D
口
(
阿
国
片
印
『
白
R
F
H
W
・
白
色
一
同
干

。
、
円
目
巳
も
寝
込
白
守
S
N
R
F
4
c
-
-
H
N
唱
N
c
o
g・
官
官

-
N
N
H
N
N
N

(
6
)
Z
S
F
W
(
U
J
hお
肝
明
日

E
h
N
P
K
Z
S
邑
苫
号
室
内

p
n
s言
。
ム
除
雪

苫
NhE詰
円

F
R

同町
Hh苫
。
L

「
与
若
田
『

b
g円
足
立
』
H白喝さ
S
白
色
同
-
P
E
E
Q

∞N
m

l
H
b
S
U
(
∞戸

HH3・
5
混
)
な
お
、
同
書
に
つ
い
て
は
、
上
連
拙
稿

「
最
近
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
近
代
史
研
究
動
向
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
7
)

こ
れ
ら
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
側
史
料
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
近
代

十

11 
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法
一
幕
任
問
『
凶
部
計
一
い
円
ド
蛾

W

前
中
日
宍
)
白
・
c
a
E
待

ー「

史
|
|
岡
家
形
成
過
程
」
(
鈴
木
均
編
『
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
現
代
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
」
、
明
石
書
席
、
二

O
O
五
)
一
五
九
一
六

O
頁
の

文
献
解
題
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
8
)

円、¥司
ω¥担
率
、
夕
、
フ
リ
ー
ズ
議
、
一
八
二
一
六
年
七
月
一
六
日
附
、

E
一印後

E
-
5
2印
件
。
口
宛
て
文
書
。

(
9
)

円、¥司∞¥申
¥
H
S、
テ
ヘ
ラ
ン
設
、
一
八
三
七
年
一
月
一
一
一
一
日
附
、

冨
円
Z
1
2
-
-
溌
呂
田
門
口
出
向

E
g
宛
て
文
書
。
な
お
、
後
述
の
モ
ハ
ン
マ

ド
・
シ
ャ

l
の
ヘ
ラ
l
ト
包
園
中
に
お
い
て
も
ヘ
ラ
I
ト
市
内
に
駐

在
し
て
い
た
ボ
ツ
テ
イ
ン
ガ

I
少
佐
も
、
賓
権
は
ヤ
I
ル
・
モ
ハ
ン

マ
ド
・
ハ

l
ン
が
掌
握
し
て
い
る
こ
と
を
惇
え
て
い
る
O

F
通
∞
沿
己
主
、
ヘ
ラ
1
ト
務
、
一
八
三
七
年
九
月
二
八
日
附
、
ぎ
ず

吉
岡
町
門
委
冨
門
Z
m邑
宛
て
文
書
。

(
日
)
「
¥
E
b
¥
H
E、
ヘ
ラ
l
ト
の
陣
管
授
、
一
八
二
八
年
五
月
一
一
一
日

附
、
富
n
Z巾
巳
愛

E
E
m
g
Z
E
宛
て
文
書
。

(
日
)
「
¥
E
b
¥
H
S、
ヘ
ラ
l
ト
の
シ
ャ

l
の
陣
営
後
、
一
八
三
八
年
八

月
一
一
一
一
一
口
附
、

ω
Z
E
E
笈

p
p
z
m回
一
宛
て
文
書
。

(
ロ
)
円
、
匂
ω¥申
¥HHO、
エ
ル
ズ
ル
ム
議
、
一
八
三
九
年
三
月
二
一
日
附
、

E2-禁
句
田
町
出
巾

2
8宛
て
文
書
。

(
お
)
円
、
匂
ω¥申
¥HHN、
テ
ヘ
ラ
ン
か
ら
の
書
簡
の
要
旨
の
英
語
、
一
八
三

九
年
八
月
二
六
日
附
。

(
V
H
)

円、¥司
ω¥申
¥
口
品
、
エ
ル
ズ
ル
ム
設
、
一
八
四

O
年
二
月
六
日
附
、

ω宮
出
向
筏
]μ

同町
5
5
Zロ
宛
て
文
書
。

(日
)

H

K

¥

司
∞
¥
坦
¥
己
申
、
ト
ラ
ブ
ゾ
ン
設
、
一
八
四
一
年
七
月
一
円
附
、

∞}話回文袋

E
Z
5
5
Zロ
宛
て
文
書
。

(
凶
)
一
八
四
一
年
一
一
月
に
は
、
ヵ

1
プ
ル
に
一
八
三
七
年
以
来
駐
在

101 

」

し
て
い
た
パ

l
ン
ズ
〉
回
口

B
g
大
尉
が
暴
徒
に
自
宅
を
襲
撃
さ
れ

て
殺
害
さ
れ
、
同
年
一
一
一
月
に
は
カ
l
ブ
ル
駐
在
の
マ
ク
ナ
グ
テ
ン

ヨ
富
田

B
お
宮

g
公
使
が
暗
殺
さ
れ
る
な
ど
、
イ
ギ
リ
ス
側
を
め
ぐ

る
治
安
は
相
合
悪
化
し
て
い
た
。

(
げ
)
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
「
今
月
五
日
に
ヘ
ラ
l
ト

か
ら
到
着
し
た
使
者
が
ベ
ル
シ
ア
政
府
に
も
た
ら
し
た
情
報
に
よ
れ

ば
、
シ
ャ

l
・
カ
l
ム
ラ
l
ン
は
ヘ
ラ

I
ト
の
要
塞
で
ヤ
l
ル
・
モ

ハ
ン
マ
ド
・
ハ

I
ン
に
降
伏
し
、
ャ
l
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
は
コ

l
ラ

ン
に
誓
っ
た
が
、
彼
は
そ
の
大
部
分
を
直
ち
に
破
っ
た
。
結
呆
と
し

て
は
、
水
腫
(
骨
C
3
1
が
か
な
り
進
ん
だ
段
階
に
あ
る
カ
l
ム

ラ
1
ン
は
彼
の
宰
相
の
掌
中
で
捕
虜
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
れ

ゆ
え
、
ャ
l
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

1
ン
は
今
や
ヘ
ラ
1
ト
で
絶
封

的
な
権
力
を
掌
握
し
て
お
り
、
二
五
蔦
ポ
ン
ド
に
も
の
ぼ
る
カ
l
ム

ラ
l
ン
の
賓
石
や
財
賓
を
所
有
す
る
に
至
っ
た
。
:
:
:
ヤ
l
ル
・
モ

ハ
ン
マ
ド
が
モ
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ャ

l
に
い
つ
ま
で
お
も
ね
績
け
る
か

に
つ
い
て
は
、
大
い
に
疑
問
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
o
」

戸
匂
ω沿
注
出
、
テ
ヘ
ラ
ン
議
、
一
八
四
二
年
三
月
九
日
附
、
冨
ら
な
巳

護
〉
宮
E
S
E
宛
て
文
書
。

(
日
)
円
、
¥
司
ω¥申
注
目
、
ヘ
ラ
l
ト
の
有
力
者
の
一
人
が
一
八
四
三
年
二
月

一
五
日
頃
マ
シ
ユ
ハ
ド
で
書
い
た
書
簡
の
英
語
。

(
日
)
戸
海
ω¥申
¥HN日
、
テ
ヘ
ラ
ン
議
、
一
八
四
四
年
二
月
一
四
日
附
、

ω
7
2
-
護
〉
Z
E
2ロ
宛
て
文
書
。

(
鈎
)
こ
れ
は
、
ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

1
ン
の
娘
を
ド
l
ス
ト
・

モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

1
ン
の
息
子
に
嫁
さ
せ
、
ド
ー
ス
ト
・
モ
ハ
ン
マ

ド
・
ハ

1
ン
の
娘
を
ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

1
ン
の
息
子
に
嫁

十

11 
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さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
以
下
の
イ
ギ
リ
ス
側
文
書

に
も
出
て
い
る
。
回
、
¥
}
μ

山山¥坦
¥
H
N
印、

ωzm国
中
佐
の
マ
シ
ユ
ハ
ド
か
ら
の

書
簡
の
英
語
、
一
八
四
四
年
二
月
一
六
日
附
。

(
幻
)
ビ
H
U
m

山¥申

¥H8、
テ
ヘ
ラ
ン
近
郊
の
陣
替
愛
、
一
八
四
八
年
八
月
二

四
日
附
、
司
白
同
出
口
丹
後

E
E
R印汁
D
ロ
宛
て
文
書
。

(
幻
)
ビ
H
U
m

山
¥
申
¥
足
。
、
テ
ヘ
ラ
ン
都
民
、
一
八
四
四
年
二
一
月
一
四
日
附
、

ωEm--
愛
住
民
号

B
宛
て
文
書
。

(
お
)
サ
l
ラ
l
ル
の
反
乱
に
つ
い
て
は
、
と
り
あ
え
ず

~
E
R
巳ヨ
F

司
-
一
与
さ
町
下
町
民
白
~v

マ
せ
白
同
誌
苫

(
H
m
F円U
P
E
F
m
p
w
H
申∞
ω)w
官
官
-

N

己
l
N
h

な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
但
)
円
、
¥
司
ω¥申¥
H
u
h
、
テ
ヘ
ラ
ン
設
、
一
八
四
七
年
九
月
二
五
日
附
、

F2-愛
E
F
5
3窓
口
宛
て
文
書
。

(
お
)
な
お
、
サ
l
ラ
I
ル
の
反
乱
が
継
穣
中
の
一
八
四
八
年
九
月
に
モ

ハ
ン
マ
ド
・
シ
ャ
ー
が
浸
し
て
、
ナ
l
セ
ル
・
ア
y
デ
ィ

1
ン
・
シ

ャ
1

Z凶
印
旬
己
目
ロ
富
山
『
(
在
位
一
一
八
四
八
一
八
九
六
)
が
即

位
し
た
。

(
お
)
ビ

zb¥同
句
、
テ
ヘ
ラ
ン
近
郊
の
陣
管
愛
、
一
八
四
九
年
六
月
二

四
日
附
、
司
白
同
出
口
片
務

E
E
R印汁
D
ロ
宛
て
文
書
。

(
幻
)
た
だ
し
、
稽
競
の
件
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
側
文

主
目
が
あ
る
。
「
本
日
の
ヘ
ラ
l
ト
に
関
す
る
テ
ヘ
ラ
ン
の
公
報
の
要

約
を
閣
下
[
外
相
国
同

E
-
E
m
g
gロ
]
に
お
迭
り
す
る
こ
と
を
光

州
宋
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
『
:
:
:
ヤ
l
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l

ン
・
ザ
ヒ

l
ル
・
ア
ッ
ド
ウ
レ
(
こ
れ
は
彼
の
稽
競
)
は
ペ
ル
シ
ア

政
府
の
許
可
を
得
て
ヘ
ラ
l
ト
か
ら
彼
ら
[
ス
イ
ー
ス
タ
ー
ン
の
バ

ル
l
チ
l
人
]
に
軍
隊
を
汲
遣
し
た
。
:
:
:
』
こ
の
文
章
の
中
で
、

」

ヤ
ー
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
に
ベ
ル
シ
ア
の
稀
披
が
輿
え
ら
れ

て
お
り
、
彼
が
あ
た
か
も
ベ
ル
シ
ア
の
臣
下
で
あ
る
か
の
よ
う
に
言

及
さ
れ
て
い
る
o
」
「
吊
∞
沿
己
お
、
テ
ヘ
ラ
ン
務
、
一
八
五
一
年
三

月
二
ハ
円
附
、
庄
町
国
務

E
宮内同印
E
ロ
宛
て
文
書
。
こ
の
文
書
に
も

あ
る
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
側
も
ヤ
l
ル
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
が

「
あ
た
か
も
ベ
ル
シ
ア
の
臣
下
」
の
よ
う
で
あ
る
と
認
め
て
い
る
お

り
、
彼
が
カ

l
ジ
ャ

l
ル
朝
と
の
関
係
を
強
化
し
て
い
っ
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

(
お
)
円
、
¥
司
ω¥⑤
¥
同
袋
、
テ
ヘ
ラ
ン
務
、
一
八
四
九
年
一

O
月
一
八
日
附
、

司同門円山口片務】
μ
田
宮
市
門
田
ぢ
ロ
宛
て
文
書
。

(
鈎
)
円
、
通
ω¥申
¥
同
色
、
テ
ヘ
ラ
ン
授
、
一
八
五

O
年
一
一
月
二

O
日
附
、

ω}再
三
復
旧
)
白
-
B
R由
件
。
ロ
宛
て
文
書
。

(
鈎
)
円
、
通
ω¥中
¥EN、
テ
ヘ
ラ
ン
議
、
一
八
五
一
年
一
一
一
月
二
五
日
附
、

ω『
2
-
後

E
E
2
2
0ロ
宛
て
文
書
。

(
訂
)
彼
の
名
前
に
つ
い
て
は
、

Z
吋
や
同
ω
Z
な
ど
の
イ
ラ
ン
側
史
料

で
は
セ
イ
ド
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

1
ン
ω2ι
呂
c
E
B自
主
同
町
山
口
と

記
さ
れ
て
お
り
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
側
史
料
で
も
、
同
∞
で
は
サ
イ

ェ
ド
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
∞
ミ
邑
富
島
田
目
白
包
百
戸
山
口
と
記
さ

れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
長
老
と
∞
斗
に
準
擦
し
て
、
サ
イ
l
ド
・

モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
と
す
る
。

(
沼
)
「
吊
ω¥甲¥区
ω、
エ
ス
フ
ア
ハ

l
ン
後
、
一
八
五
一
年
七
月
一
七
日

附
、
∞
序
回
目
袋

E
E
2
2
E
宛て?げ人主目。

(
お
)
円
、
匂
ω¥申
¥
に
件
、
エ
ス
フ
ア
ハ

l
ン
務
、
一
八
五
一
年
八
月
八

H
附、

虫
色
-
治
江
田
)
白
言
。
門
出
件
。
ロ
宛
て
文
書
。

(
は
)
こ
の
あ
た
り
の
事
情
に
つ
い
て
は
以
下
の
別
稿
を
用
意
し
て
お
り
、

十

11 
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法
一
幕
任
問
『
叫
阿
部
汁
一
い
h
跡
部
中
日
宍
)
出
・

3
1
J待

ー「

そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。
小
牧
昌
平
「
近
代
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
園

家
の
形
成
過
程
ヘ
ラ
l
ト
の
事
例
を
中
心
に
」
(
仮
題
、
掲
載
誌

未
定
)

0

十

(
お
)
ド
l
ス
ト
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ

l
ン
は
、
ヘ
ラ
l
ト
陥
落
か
ら
約

二
週
間
後
の
六
月
九
日
に
浸
し
た
(
a
h
t

当
記
λ
凶
同

N

叶∞
)

0

享
年
七

二
歳
で
あ
っ
た
。
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the honorific titles of Sanqi changshi or Hongluqing came to hold judicial offices at 

the same time. Judging from the fact that the court rank of the original posts of 

the members on foreign missions were higher than the ranks of the honorific 

judicial posts they received, it is clear that the chief purpose of the shift of the 

provisional offices for members on foreign mission to judicial posts was not 

intended to raise their ranks, but it should be understood as aimed at enhancing 

the prestige of the mission by borrowing the prestige of judicial offices. This is the 

most important characteristic of the honorific titles for those on foreign missions 

during the latter half of the Tang. 

Furthermore, judging from the situation of the changes in posts after their 

return from abroad, honorific titles for those on foreign missions were ultimately 

only a provisional device for officials when they were abroad and were unrelated 

to domestic transfers and changes of office. Once they returned from abroad, the 

title lost all validity. 

On the other hand, in addition to honorific titles, ci zifei yudai, the grant of 

the purple or scarlet pouch for a fish-shaped talisman, was also awarded to those 

on foreign missions in the latter half of the Tang. This seems likely to have been a 

continuation of the system of jiezi 1t~ ("borrowed" purple) and jiefei 1t*J~ 

("borrowed" scarlet) for those on foreign missions that was found in the 

ordinances of the Kaiyuan era. In other words, considering the extraordinary gap 

between the court rank of the main post of those sent on a foreign mission and 

the court rank associated with the ci zifei yudai, the system of the ci zifei yudai, 
like that of honorific titles, seems to have been one of provisional ranks that was 

in effect only while the official was abroad and designed to raise the status of 

those on the mission. 

YAR MOJ:.lAMMAD KHAN IN HERAT: THE POLITICAL 

RELATIONSHIP BETWEEN IRAN AND 

AFGHANISTAN IN THE 

MID_19th CENTURY 

KOMAKI Sh6hei 

There were three regional powers, Kabul, Qandahar, and Herat, in 19th 

century Mghanistan. Yar Mo~amrnad Khan Alikoza'I was the minister of Kamran 
MIrza, who ruled the city of Herat in western Mghanistan. Herat was incessantly 

- 63-
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attacked by Qandahar and Kabul. Qajar Iran also sought to occupy it if an 

opportunity presented itself. Kamran MIrza appeared to be a drunkard and an 

incompetent ruler, incapable of coping with the difficulties that faced Rerat. Yar 

Mo~ammad Khan managed to deal with the problems of Rerat in place of Kamran 

MIrza. Mo~ammad Shah Qajar marched on Rerat in November, 1837 and 

besieged the city for seven months. Yar Mo~ammad Khan resisted the Iranian 

forces and British, who seeking to prevent Iranian and Russian influence in 

Mghanistan, had intervened in the Iranian action. Because of these reactions, the 

Iranian army had to evacuate Rerat in June, 1838. Amidst this complicated 

situation, Yar Mo~ammad Khan finally killed Kamran MIrza and took control of 

Rerat in August, 1842. Yar Mo~ammad Khan tried to maintain Rerat in its now 

weakened state. Re managed, for example, to maintain good relations with Kabul 

and Qandahar through matrimonial alliances. Re continued to fear Qajar Iran 

because the Iranians had not abandoned the idea of occupying Rerat. Rowever, in 

1847 the Salar revolt occurred in Khorasan, which adjoins Rerat. As a result, the 

governor of Khorasan was confined in the capital, Mashhad, and Yar Mo~ammad 

Khan marched to Mashhad to rescue him, and then escorted him to Rerat. Ris 

action contributed to the suppression of the revolt, and the Iranian Shah was 

pleased to give him the title of ZahIr al-Doule (Assistant of State). Yar Mo~ammad 

Khan strengthened not only the relationship with Qajar Iran, but also with other 

surrounding powers, such as Kabul and Qandahar. But in these complex 

circumstances, Yar Mo~ammad Khan died suddenly in June, 1851. Owing to his 
sudden death, Rerat was again faced with a difficult situation. Ris son and 

successor, Sa'Id Mo~ammad Khan was not as talented as his father, and so the 
surrounding powers, especially Qandahar, tried again to occupy Rerat. Sa'Id 

Mo~ammad Khan was killed in September, 1855, and the political situation of 
Rerat remained confused for several years. Eventually, Rerat was occupied by 

D6st Mo~ammad Khan of Kabul in May, 1863. 

ON THE ORIGIN OF THE EIGHT-BANNER NIRU AND 

THE CLASSIFICATION OF THE NIRU 

KrCENGGE 

Focusing on the issue of the succession to the office of Nirui janggin (Zuoling 

1t~JO, the chief official of a niru, in this article I consider the origin and historical 
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